
第二期美郷町特定健康診査等
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新たに築いた伝統と
思い出を胸に
　３月10日に美郷中学校で卒業式が
挙行され、美郷中学校第一期生188名
が学び舎を後にし、それぞれの夢に向
かって新たな一歩を踏み出しました。
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　私たちの生活習慣の変化によ
り、糖尿病や高血圧症、高脂血
症などの生活習慣病の有病者や
予備群が増加しています。生活
習慣病は日本人の死亡原因の３
分の２近くを占めるほか、国民
医療費の約３割を占めるともい
われています。 第

二
期
美
郷
町
特
定
健
康
診
査
等

実
施
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

生
活
習
慣
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

活
習
慣
病
は
そ
れ
ぞ
れ
の
病
気
が

別
々
に
進
行
す
る
の
で
は
な
く
、食
生

活
の
乱
れ
や
運
動
不
足
、
喫
煙
な
ど
の
様
々

な
要
因
が
複
雑
に
絡
み
あ
っ
て
発
症
し
て
お

り
、
病
気
の
原
因
を
厳
密
に
特
定
す
る
こ
と

は
困
難
で
す
。

　
糖
尿
病
等
の
発
症
リ
ス
ク
を
高
め
る
も
の

と
し
て
、
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
（
内
臓
脂
肪
型

肥
満
）
が
あ
り
ま
す
。
糖
尿
病
等
の
生
活
習

慣
病
は
内
臓
脂
肪
型
肥
満
に
起
因
す
る
場
合

が
多
く
、
内
臓
脂
肪
型
肥
満
に
加
え
て
糖
尿

病
等
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
に
な
る
と
生
活
習
慣
病
の

重
症
化
に
陥
り
、
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
と
い

っ
た
虚
血
性
心
疾
患
や
脳
梗
塞
、
脳
出
血
な

ど
の
脳
血
管
疾
患
へ
と
重
症
化
す
る
確
率
が

急
激
に
高
く
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
に
対
し
早
い
段
階
に
正
し
い
対
処
を
行
う

こ
と
は
、
糖
尿
病
等
の
生
活
習
慣
病
の
発
症

リ
ス
ク
を
抑
え
、
医
療
費
を
抑
制
す
る
こ
と

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
平
成
20
年
度
か

ら
５
年
に
わ
た
り
「
美
郷
町
特
定
健
康
診
査

等
実
施
計
画
」
に
基
づ
い
て
生
活
習
慣
病
の

予
防
や
改
善
の
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
毎
年
春
に
行
わ
れ
る
早
朝
総
合

健
診
に
お
い
て
、
美
郷
町
国
民
健
康
保
険
に

加
入
す
る
40
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
を
対
象

に
実
施
し
て
い
る
特
定
健
康
診
査
も
そ
の
一

つ
で
す
。
町
独
自
の
健
診
項
目
と
し
て
ク
レ

ア
チ
ニ
ン
値
、
尿
酸
値
、
心
電
図
検
査
を
追

加
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
の
美
郷
町
の
特
定
健
康
診
査

受
診
率
は
、
57
．
4
％
（
見
込
み
）
で
、
国

が
定
め
る
目
標
値
に
は
ま
だ
到
達
で
き
て
い

ま
せ
ん
。
ま
た
、
特
定
保
健
指
導
目
標
実
施

率
に
至
っ
て
は
目
標
値
を
大
き
く
下
回
っ
て

お
り
、
更
な
る
取
り
組
み
の
強
化
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
現
状
を
踏
ま
え
て
、
第
二
期
美
郷
町
特
定

健
康
診
査
等
実
施
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

生
活
習
慣
病
の
発
症
や
重
症
化
を
予
防
す
る

た
め
の
有
効
な
手
段
と
し
て
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
、
生
活
習
慣
の
改

善
が
必
要
な
方
を
的
確
に
抽
出
し
て
支
援
を

行
う
こ
と
で
、
医
療
費
の
抑
制
に
つ
な
げ
る

ね
ら
い
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
美
郷
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

生

目標値 25.0％ 45.0％

年度

50.0％ 55.0％ 60.0％ 60％

国の
目標値

23.9％
（実績見込）

【特定健康診査目標実施率】

目標値 58.0％ 58.5％

年度

59.0％ 59.5％ 60.0％ 60％

国の
目標値

57.4％
（実績見込）

【特定健康診査目標実施率】
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　美郷町では、国民健康保険と後期高齢者医療制度の加
入者を対象に、人間ドックまたは脳ドックの費用の一部
を助成しています。特定健康診査等を受けることができ

　健康づくり推進員を通じて受診通知書（採尿・採便容
器、喀痰容器等を同封）を配布していますので、注意事
項をご確認のうえ受診してください。
　社会保険から国民健康保険への切り替えや、転入など
で新たに受診を希望される方は、美郷町保健センターま
でご連絡ください。
持ち物●健康保険証、健康手帳、特定健康診査受診券

　協会けんぽ（旧社会保険）に加入している40歳以上75
歳未満の被扶養者の方は、町の早朝総合健診を受けること
ができます。受診の際は協会けんぽ発行の受診券と保険証
をご持参ください。（一部自己負担があります。）
■ 全国健康保険協会　秋田県支部　☎018（883）1893

なかった方や、初めて希望する方など、詳しい手続き方
法については町福祉保健課医療保険班までお問い合わせ
ください。

問い合わせ●町福祉保健課　医療保険班　☎0187（84）4907

平成25年度の美郷町早朝総合健診は
４月９日からはじまります

特定健康診査・健康診査を受けることができなかった方は
人間ドック等への助成制度をご活用ください

【特定健康診査および健康診査の検診項目】

上記以外の健診機関で受診する場合

いずれの場合も、ドック受診前に次の手続きが必要です
希望する健診機関に「美郷町の国保（または後期高齢者）のドックを受診したい」旨を伝えて
自分で受診予約し、 ドック受診前に町へ「助成金交付申請書」を提出してください。

※「助成金交付申請書」は町福祉保健課および六郷・仙南の各出張所に備えつけています。

ドック費用を全額支払った後
町から助成金を交付します

上記の町契約健診機関で受診する場合

ドック費用額から助成金が
差し引かれて請求されます

《人間ドック》
　秋田県総合保健センター、大曲中通病院、
　仙北組合総合病院、平鹿総合病院、市立大森病院
《脳ドック》
　大石脳外科クリニック

美郷町国民健康保険加入者（40歳～74歳）

町契約
健診機関

対象

《人間ドック》
　大曲中通病院、仙北組合総合病院、
　市立大森病院
《脳ドック》
　大石脳外科クリニック

後期高齢者医療加入者

※平成25年度の人間ドック等助成への申込期限は平成25年12月27日です。

■基本的な検診項目
　問診、身体測定（身長、体重、腹囲、BMI）、
　血圧測定、検尿、血液検査（クレアチニン値・
　尿酸値検査も実施）、診察、心電図
■詳細な検診項目
　眼底・貧血検査のうち、医師が必要と判断した
　ものを検査

検診項目

※美郷町では独自に基本
　的な検診項目を増やし
　て特定健康診査を実施
　しています。

審査の種類

特定健康診査
美郷町の国民健康保険に加入し
ている、40歳以上75歳未満の方

対象者

問診、身体測定（身長、体重、BMI）、血圧測定、
検尿、血液検査、診察後期高齢者医療制度加入者健康診査

「協会けんぽ」加入者のご家族の方へ

問
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和56年以降、がんは日本人の死亡原因第１
位となり、現在では「日本人の3人に1人が

がんで亡くなる」とまで言われています。がんによ
る死亡を防ぐためには、がんにならないようにする
ことはもちろんですが、早期に発見することで、適
切な治療を行うことができます。
　がん検診は、がんを早期に発見し、健診の対象と
なる方々の死亡率を低下させることを目的としてお

り、これまでの研究の成果からも、胃がん、大腸
がん、肺がん、乳がん、子宮頸がんの５つについ
ては、検診を受けることによって早期に発見する
ことができ、適切な治療を行うことで死亡率が低
下することが証明されています。
　「自分だけは大丈夫」と過信せず、あなたを大
切に思ってくれている人たちのためにも、がん検
診を受けてみましょう。

※対象年齢の方で、町のがん検診を希望する方は、美郷町保健センターまでご連絡ください。

検診項目 検診料金検診内容対象者（4月1日現在）

問診、血液検査前立腺がん検診 500円

問診・２日分の便潜血検査

乳がん検診 1,300円問診・視診・触診・
マンモグラフィ（乳房Ｘ線検査）

問診・視診・子宮頸部の
細胞診・超音波検査

問診・胸部レントゲン、
問診の結果によって痰の検査

20歳～39歳の女性は毎年、
40歳以上の女性は偶数年齢

子宮がん・
卵巣腫瘍検診 1,300円

大腸がん検診 500円

問診・胃部レントゲン40歳以上

40歳以上

40歳以上の女性で偶数年齢

50歳以上の男性

胃がん検診 1,200円

40歳～64歳肺がん検診 400円

　美郷町の早朝総合健診では、特定健康診
査・健康診査のほかに各種がん検診も行っ
ています。
　各種がん検診は、加入している健康保険
に関係なく、対象年齢の方であればどなた
でも受診することができます。
　この機会にぜひ受診しましょう。

【次の方は検診料金が無料です】
・70歳以上の方
・65歳以上70歳未満の方で、身体障害者手帳1～3級、療育手帳重度
　（A）、精神障害者保健福祉手帳1級または2級、障害年金1級また
　は2級のいずれかに該当する方
・生活保護受給世帯の方
・平成24年度市町村民税非課税世帯の方

大切な人の
ために受けよう
がん検診

昭

胃 腸 気肺 肝臓 膵臓 前立腺 乳 子宮
0

10
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40

50

60

70

80

H18～H22年度 美郷町におけるがん死亡者の
原因部位内訳（上位のみ）

出典：秋田県衛生統計年鑑より

人
数
（
人
）
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　子宮がんと乳がんのクーポン券は、医療機関で受診するがん検診の際に利用する
ことができます。平成25年12月27日までの間に１回に限り無料で受診できますの
で、受診を希望する医療機関を予約し、クーポン券を提示して受診してください。
※町のがん検診でクーポン券を使用した場合は、医療機関のがん検診を無料で受診
　することはできません。
※胃がん・大腸がんの無料クーポン券は、医療機関では利用できません。

各種検診・クーポン券などに関する問い合わせ●
美郷町保健センター　☎0187（84）4900

次の年齢の方は、町が実施する胃がん・大腸がん・
子宮がん・乳がん検診を無料で受診できます！

その他、各種検診も行っています

胃がん検診無料受診対象者（男・女）

大腸がん検診無料受診対象者（男・女）

検診項目 検診料金（※）

無料

問診、腕のレントゲンまたは
足の超音波検診

検診内容

問診、血液検査

問診、胸部レントゲン

20歳、25歳、30歳、35歳、
40歳、45歳、50歳、55歳、
60歳、65歳、70歳の女性

対象者（4月1日現在）

40歳、45歳、
50歳、55歳、60歳

65歳以上結核検診

肝炎ウィルス健診

骨粗しょう症検診

700円

500円

昭和47年4月2日～昭和48年4月1日生
昭和42年4月2日～昭和43年4月1日生
昭和37年4月2日～昭和38年4月1日生
昭和32年4月2日～昭和33年4月1日生
昭和27年4月2日～昭和28年4月1日生

対象年齢の方で、下記の検診受診を希望される方は、美郷町保健センターまでご連絡ください。

（※）4ページの「次の方は検診が無料です」に該当する方は、 無料で受診できます。

がん検診の受診率を50％にあげることを目標として、次の年齢に該当する方々に、町で行う胃がん・
大腸がん・子宮がん・乳がん検診を１回に限り無料で受診できるクーポン券を配布しています。

クーポン券に同封された受診案内をご確認のうえ、忘れずに受診しましょう。

子宮がんと乳がんの
無料クーポン券をお持ちの方へ

40歳
45歳
50歳
55歳
60歳

平成4年4月2日～平成5年4月1日生
昭和62年4月2日～昭和63年4月1日生
昭和57年4月2日～昭和58年4月1日生
昭和52年4月2日～昭和53年4月1日生
昭和47年4月2日～昭和48年4月1日生

20歳
25歳
30歳
35歳
40歳

昭和47年4月2日～昭和48年4月1日生
昭和37年4月2日～昭和38年4月1日生

40歳
50歳

子宮がん検診無料受診対象者（女性のみ）

乳がん検診無料受診対象者（女性のみ）
※大腸がん検診の無料検診対象者と同じです。
　左の表をご確認ください。

広報美郷
2013.45



5：30～8：00

5：30～8：00

左記の検診以外の
健診・検診の対象行政区・対象者

会　場実施月日
受付時間
子宮がん検診
のみ受付時間が
異なります。

骨
粗
し
ょ
う
症

乳
が
ん

子
宮
が
ん

美郷町南行政センター

後三年
コミュニティセンター

金沢西根
コミュニティセンター

飯詰
コミュニティセンター

金沢
コミュニティセンター

上菻沢、下菻沢、上深井
南町、駅前、扇田、都野
大久保、万願寺、今泉、百目木
石柳、笹巻、釜蓋
後三年、元村、四ツ谷
新田、本田、下夕堰、菅谷地、八卦・熊堂、谷地川、山本
上前郷、米ノ口、茨島、石神、長岡森
明田地、上野荒町、下野荒町、籠林
野際、寺田
平日に受診できない方
中島・藤原、橋本、鶴水
上千小町田、下千間谷地、町田、天神堂
御前、上中野町、下中野町、佐野
川原保、中関、金沢谷地中、森先、下前郷、中前郷

－
○
○
－
－
○
－
○
○
○
○
○
○
－

４月  9日(火)
　 10日(水)
　11日(木)
　12日(金)
　15日(月)
16日(火)

　17日(水)
　18日(木)
　19日(金)
　21日(日)
　　22日(月)
　　23日(火)
　24日(水)
25日(木)

■仙南地区

－
○
○
－
－
○
－
○
○
○
○
○
○
－

－
○
○
－
－
○
－
○
○
○
○
○
○
－

5：30～8：00

5：30～8：00
5：30～7：00

5：30～8：00

5：30～7：00

5：30～8：00

5：30～8：00

5：30～7：00
5：30～7：00

5：30～8：00

5：30～7：00

中通り、荒川、七滝、四ツ屋、明田地
押切紀の国、関田、中村、善元寺
新町、東高方町
子宮がん検診の受診申込者のみ
大町、上町、荒町
本館、大荒田、浮池、遠槻、下鑓田
旭町、宝門町
子宮がん検診受診申込者のみ
本道町、赤城、米町
平日に受診できない方
上鑓田、中鑓田
子宮がん検診受診申込者のみ
馬町、西高方町、琴平、古町
小安門住宅、野中、細筑、雀柳、北雀柳、作山
子宮がん検診受診申込者のみ
子宮がん検診受診申込者のみ

子宮がん検診受診申込者のみ

○
－
○
－
○
－
○
－
○
○
○
－
○
○
－
－

六郷東根
コミュニティセンター

みさと福祉センター

美郷町保健センター

４月  9日(火)
　　10日(水)
　　11日(木)
12日(金)

　　15日(月)
　　16日(火)
17日(水)

　　18日(木)
　　19日(金)
　　21日(日)
　　22日(月)
　　23日(火)
　　24日(水)
25日(木)

５月10日(金)
21日(火)

○
－
○
－
○
－
○
－
○
○
○
－
○
○
－
－

－
－
－
○
－
－
－
○
－
－
－
○
－
－
○
○

左記の検診以外の
健診・検診の対象行政区・対象者

会　場実施月日
受付時間
子宮がん検診
のみ受付時間が
異なります。

骨
粗
し
ょ
う
症

乳
が
ん

子
宮
が
ん

■六郷地区

美郷町
ふれあいセンター28日(水) 5：30～7：00 －－○

5：30～8：00

5：30～8：00

早朝総合健診日程表
日程をご確認のうえ、お越しください。
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子宮がん検診の受診申込者のみ
子宮がん検診の受診申込者のみ
子宮がん検診の受診申込者のみ
千屋北部、千屋南部
小荒川、大坂
千屋中部、善知鳥
土崎北部
子宮がん検診の受診申込者のみ
土崎南部、第一暁
本堂中部、本堂西部
本堂東部
元本堂南部、元本堂北部
黒沢、第二暁
平日に受診できない方
一丈木
子宮がん検診の受診申込者のみ
下畑屋、安城寺上、安城寺下、羽貫谷地
大畑、大柳、湯竹
塚
子宮がん検診の受診申込者のみ
外川原、中野
上畑屋

左記の検診以外の
健診・検診の対象行政区・対象者

会　場実施月日
受付時間
子宮がん検診
のみ受付時間が
異なります。

－
－
－
○
－
○
－
－
○
－
○
○
－
○
○
－
○
－
○
－
－
○

美郷町保健センター

みさと福祉センター

美郷町
ふれあいセンター

４月12日(金)
18日(木)
23日(火)
　26日(金)
5月  7日(火)
　　　8日(水)

9日(木)
10日(金)
13日(月)
14日(火)
15日(水)
16日(木)
17日(金)
19日(日)
20日(月)
21日(火)
22日(水)
23日(木)
24日(金)
28日(火)
29日(水)
30日(木)

■千畑地区 ※善元寺行政区は、４月10日㈬に六郷東根コミュニティセンターで実施します。

骨
粗
し
ょ
う
症

－
－
－
○
－
○
－
－
○
－
○
○
－
○
○
－
○
－
○
－
－
○

乳
が
ん

○
○
○
－
－
－
－
○
－
－
－
－
－
－
－
○
－
－
－
○
－
－

5：30～8：00

5：30～7：00

5：30～8：00

5：30～7：00

5：30～7：00

5：30～8：00

5：30～7：00

5：30～8：00

子
宮
が
ん

問い合わせ●町福祉保健課　医療保険班☎0187（84）4907(内線1508・1509・1510)

国民健康保険への届出は速やかに

・職場から交付された健康保険証
　　　（加入した方全員分、コピー可）
・国民健康保険被保険者証　　
・印鑑（認め印可）

国民健康保険を脱退するとき

・社会保険資格喪失証明書
　　　（職場から発行されます）
・印鑑（認め印可）

国民健康保険に加入するとき

　国民健康保険に「加入するとき」や「脱退すると
き」には届出が必要です。次の必要書類を持参して、
町福祉保健課医療保険班で手続きしてください。
■必要書類

■加入の届出が遅れると
・被保険者証がないため、その間の医療費を全額自
　己負担しなければなりません。
・加入資格が発生した時点まで、国民健康保険税を
　さかのぼって納めなければなりません。
■脱退の届出が遅れると
・職場の社会保険等に加入するなどして国民健康保
　険の資格が無くなった後で、国民健康保険の保険
　者証を使った場合は、負担した医療費を返してい
　ただくことになります。
※お手元に職場の健康保険証が届いていなくても、
　職場の保険に加入した時点で、国民健康保険の被
　保険者証は使用できなくなります。
※職場の健康保険証が届く前に受診する際は、国民
　健康保険の被保険者証を使用せず、職場の健康保
　険の手続き中である旨を医療機関等に申し出てく
　ださい。
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昨
年
開
催
し
た
第
３
回
農
産
加
工
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大

会
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
「
み
さ
と
の
は
つ
く
ん
」

に
つ
い
て
は
、
生
産
者
で
あ
る
農
事
組
合
法
人
斉
藤
牧

場
の
関
係
者
が
３
月
６
日
か
ら
３
日
間
、
東
京
丸
の
内

で
行
わ
れ
た
県
仙
北
地
域
振
興
局
主
催
の
春
の
食・農
・

観
芽
吹
き
市
に
参
加
し
、
試
食
Ｐ
Ｒ
と
テ
ス
ト
販
売
を

行
い
ま
し
た
。
消
費
者
か
ら
は
、
ハ
ツ
の
燻
製
は
珍
し

1

　

平
成
25
年
第
２
回
町
議
会
定
例
会
が
３
月
11
日
か
ら
19
日
ま
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
松
田
町
長
が
平
成
25
年
度
の
施
政
方
針
を
述
べ
る
と
と
も

に
、
平
成
25
年
度
美
郷
町
一
般
会
計
予
算
や
各
特
別
会
計
予
算
な
ど
34
の
議
案
に
つ

い
て
審
議
等
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

【
行
政
報
告
】（一
部
抜
粋
お
よ
び
編
集
）

統
合
小
学
校
児
童
を
対
象
に

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
試
験
乗
車
を
実
施

学
校
再
編
に
つ
い
て

平
成
25
年
度
当
初
予
算
な
ど

34
議
案
を
可
決

第
2
回

町
議
会

定
例
会

西
村
康
稔
（
に
し
む
ら
や
す
と
し
）
内
閣
府
副
大
臣
が

本
町
の
樹
園
地
や
大
仙
市
の
園
芸
用
ハ
ウ
ス
な
ど
を
訪

れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
雪
に
よ
る
被
害
は
３
月
６
日
現
在
、
雪
下
ろ

し
な
ど
の
作
業
中
の
事
故
に
よ
る
死
亡
２
人
、
重
傷
５

人
、
軽
傷
２
人
、
物
置
及
び
車
庫
の
倒
壊
２
棟
、
園
芸

用
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
倒
壊
４
棟
、
牛
舎
の
半
壊
１
棟

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
統
合
小
学
校
関
連
で
は
、
仙
南
地
区
の
統
合
小
学

校
校
舎
等
改
修
工
事
が
工
期
内
に
完
了
し
、
２
月
５

日
に
引
き
渡
し
を
受
け
、
同
12
日
か
ら
物
品
搬
入
を

開
始
す
る
な
ど
、
本
年
４
月
１
日
開
校
に
向
け
た
準

備
が
順
調
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
25

年
度
に
建
設
を
予
定
し
て
い
る
プ
ー
ル
実
施
設
計
も

完
了
し
て
い
ま
す
。

　
統
合
小
学
校
の
遠
距
離
通
学
対
策
と
し
て
運
行
す

る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
新
入
生
を
含
め
対

象
と
な
る
児
童
の
保
護
者
に
通
知
の
上
、
２
月
中
に

決
定
通
知
を
し
ま
し
た
。
な
お
、
バ
ス
通
学
へ
の
ス

ム
ー
ズ
な
移
行
と
各
学
校
の
教
師
に
よ
る
受
け
入
れ

体
制
の
確
認
も
含
め
た
試
験
乗
車
を
、
春
休
み
中
に

計
画
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
航
空
株
式
会
社
と
町
は
４
月
４
日
、
双
方
が
所

有
す
る
資
源
や
機
能
等
を
活
用
し
て
相
互
交
流
を
深

め
、
環
境
活
動
の
推
進
と
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
に
、連
携
協
力
協
定
を
締
結
す
る
予
定
で
す
。

本
協
定
の
締
結
に
先
駆
け
て
、
小
学
校
統
合
を
記
念
し

最
大
平
均
積
雪
量
は
２
１
２
．８㎝

今
冬
の
降
雪
等
の
状
況
に
つ
い
て

日
本
航
空
株
式
会
社
と
連
携
協
力
協
定
締
結

連
携
協
力
協
定
に
つ
い
て

売
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
の
「
ニ

テ
コ
炭
酸
水
」
を
町
の
特
産
品
の
一
つ
と
し
て
販
売
戦

略
に
結
び
つ
け
、
積
極
的
に
売
り
込
み
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

　
２
月
26
日
時
点
で
の
町
内
６
カ
所
の
観
測
地
点
の
最

大
平
均
積
雪
量
が
２
１
２
．
８
ｃ
ｍ
と
な
る
な
ど
、
今

冬
も
記
録
的
な
豪
雪
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
12
月
７
日

か
ら
の
降
雪
以
降
、
日
降
雪
量
が
多
く
断
続
的
な
降
雪

と
寒
波
が
続
き
、
倒
木
や
水
道
管
の
凍
結
が
多
発
す
る

な
ど
、住
民
生
活
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
除
排
雪
経
費
の
増
額
や
除
排
雪
機
械
の
確

保
に
よ
り
体
制
強
化
を
図
り
、
幹
線
道
路
や
生
活
道
路

の
交
通
確
保
に
万
全
を
期
す
な
ど
、
住
民
生
活
へ
の
影

響
を
最
小
限
に
と
ど
め
ま
し
た
。
早
朝
一
斉
除
雪
の
出

動
回
数
は
12
月
が
10
回
、１
月
が
16
回
、２
月
が
15
回
、

３
月
が
５
日
現
在
で
３
回
の
計
44
回
と
、
昨
年
同
日
よ

り
１
回
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
内
閣
府
に
よ
る
本
県
の

大
雪
被
害
に
係
る
現
地
調
査
が
２
月
11
日
に
行
わ
れ
、

ニ
テ
コ
炭
酸
水
を
販
売
開
始

農
商
工
連
携（
地
販
地
消
）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
昨
年
開
催
し
た
第
３
回
農
産
加
工
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大

会
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
「
み
さ
と
の
は
つ
く
ん
」

に
つ
い
て
は
、
生
産
者
で
あ
る
農
事
組
合
法
人
斉
藤
牧

場
の
関
係
者
が
３
月
６
日
か
ら
３
日
間
、
東
京
丸
の
内

で
行
わ
れ
た
県
仙
北
地
域
振
興
局
主
催
の
春
の
食・農
・

観
芽
吹
き
市
に
参
加
し
、
試
食
Ｐ
Ｒ
と
テ
ス
ト
販
売
を

行
い
ま
し
た
。
消
費
者
か
ら
は
、
ハ
ツ
の
燻
製
は
珍
し

い
商
品
と
興
味
を
も
っ
て
い
た
だ
き
、
今
後
は
パ
ッ
ケ

ー
ジ
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
取
り
組
み
、
町
を
代
表

す
る
特
産
品
に
仕
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　
町
が
六
郷
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
に
開
発
支
援
を
し

て
い
ま
し
た
湧
水
を
活
用
し
た
炭
酸
水
が
こ
の
た
び
完

成
し
、
３
月
11
日
か
ら
「
ニ
テ
コ
炭
酸
水
」
と
し
て
販
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佐々木敬治 氏

■
専
決
処
分
事
項
の
報
告
に
つ
い
て
（
３
件
）

　

町
が
管
理
す
る
施
設
、
街
路
樹
等
か
ら
の

落
雪
に
よ
る
車
両
被
害
へ
の
損
害
賠
償
に
つ

い
て
、
専
決
処
分
し
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し

た
。

■
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
現
副
町
長
の
佐
々
木
敬

治
氏
（
新
町
）
を
再
任
し
ま
し
た
。

■
秋
田
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約
の

　
一
部
変
更
に
つ
い
て

■
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
の
共
同
処
理

　
す
る
事
務
の
変
更
及
び
大
曲
仙
北
広
域
市
町

　
村
圏
組
合
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

■
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
の
共
同
処
理

　
す
る
事
務
の
変
更
に
伴
う
財
産
処
分
に
つ
い

　
て

■
町
道
の
認
定
に
つ
い
て

■
町
道
の
廃
止
に
つ
い
て

■
美
郷
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
一
部
変

　
更
に
つ
い
て

■
美
郷
町
町
道
の
構
造
の
技
術
的
基
準
等
を
定

　
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

■
美
郷
町
準
用
河
川
に
係
る
河
川
管
理
施
設
等

　
の
構
造
の
技
術
的
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制

　
定
に
つ
い
て

■
美
郷
町
都
市
公
園
の
設
置
に
関
す
る
基
準
等

　
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

■
美
郷
町
布
設
工
事
監
督
者
の
配
置
基
準
及
び

　
資
格
基
準
並
び
に
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格

　
基
準
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

■
美
郷
町
公
共
下
水
道
の
構
造
の
技
術
上
の
基

　
準
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

■
美
郷
町
墓
地
等
の
経
営
の
許
可
等
に
関
す
る

　
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

■
美
郷
町
北
運
動
公
園
設
置
条
例
の
一
部
改
正

　
に
つ
い
て

　
旧
千
畑
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
「
北
ふ
れ

あ
い
広
場
」
と
し
て
、
美
郷
町
北
運
動
公
園
の

対
象
施
設
に
追
加
し
ま
し
た
。

■
美
郷
町
障
害
者
福
祉
施
設
サ
ン
ワ
ー
ク
六
郷

　
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
及
び
美
郷

　
町
障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
会
の
委
員
の
定

　
数
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

■
美
郷
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

　
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

■
美
郷
町
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

　
に
つ
い
て

■
美
郷
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

■
美
郷
町
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
入

　
額
に
つ
い
て

■
美
郷
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
入
額

　
に
つ
い
て

■
美
郷
町
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
へ
の

　
繰
入
額
に
つ
い
て

■
平
成
24
年
度
美
郷
町
一
般
会
計
補
正
予
算
第

　
11
号

　

乗
合
タ
ク
シ
ー
に
係
る
負
担
金
や
障
害
者

日
常
生
活
用
具
給
付
費
の
増
額
、
「
ほ
ん
も

財
団
法
人
美
郷
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
が

解
散
へ

生
涯
学
習
施
策
関
連

平
成
25
年
産
米
の
生
産
数
量
目
標
は

２
１
，８
３
２
ｔ

農
業
施
策
関
連

の
講
座
」
事
業
に
要
す
る
経
費
を
追
加
し
た

ほ
か
、
事
業
実
績
お
よ
び
実
績
見
込
み
に
よ

り
各
事
務
事
業
費
を
減
額
し
ま
し
た
。
補
正

額
は
2
億
3
，
0
6
0
万
円
の
減
額
で
、
予

算
の
総
額
は
1
1
5
億
9
，
8
8
2
万
４
千

円
で
す
。

■
平
成
24
年
度
美
郷
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

　
計
補
正
予
算
第
４
号

■
平
成
24
年
度
美
郷
町
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

　
計
補
正
予
算
第
５
号

■
平
成
24
年
度
美
郷
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　
補
正
予
算
第
３
号

■
平
成
24
年
度
美
郷
町
農
業
集
落
排
水
事
業
特

　
別
会
計
補
正
予
算
第
３
号

■
平
成
24
年
度
美
郷
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

　
会
計
補
正
予
算
第
３
号

■
平
成
25
年
度
美
郷
町
一
般
会
計
予
算

■
平
成
25
年
度
美
郷
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

　
計
予
算

■
平
成
25
年
度
美
郷
町
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

　
計
予
算

■
平
成
25
年
度
美
郷
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　
予
算

■
平
成
25
年
度
美
郷
町
農
業
集
落
排
水
事
業
特

　
別
会
計
予
算

■
平
成
25
年
度
美
郷
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

　
会
計
予
算

　
平
成
25
年
度
美
郷
町
一
般
会
計
予
算
お
よ
び

各
特
別
会
計
予
算
の
詳
細
は
10
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
と
、
中
小
零
細

　
企
業
支
援
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

　
に
つ
い
て

可
決
・
同
意
・
報
告
さ
れ
た
案
件

た
ほ
ん
も
の
講
座
「
学
校
で
は
受
け
ら
れ
な
い
授
業

―

Ｊ
Ａ
Ｌ
の
翼―

」
を
３
月
28
日
、
日
本
航
空
株
式

会
社
の
支
援
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

　
本
講
座
は
、
統
合
を
目
前
に
し
た
各
小
学
校
の
児
童

代
表
が
交
流
し
友
情
を
深
め
合
う
と
と
も
に
、
日
本
航

空
羽
田
整
備
場
な
ど
普
段
訪
れ
る
機
会
の
な
い
場
所
を

見
学
す
る
こ
と
で
見
聞
を
広
め
、
人
や
職
業
の
魅
力
に

触
れ
て
感
性
を
磨
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

　
平
成
25
年
産
米
の
生
産
数
量
目
標
は
２
１
，
８
３
２

ｔ（
３
，
７
２
５
．
６
０
ha
）
で
、
昨
年
よ
り
９
ｔ
の

増
（
４
．
８
３
ha
減
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
１
月
25
日
に
開
催
し
た
美
郷
町
地
域
農
業

再
生
協
議
会
に
お
い
て
、基
準
反
収
を
５
８
６
㎏
と
し
、

生
産
数
量
目
標
の
配
分
率
６
２
．
８
０
％
、
転
作
率
３

７
．
２
０
％
と
、
前
年
度
同
率
で
の
全
町
一
律
配
分
と

決
定
し
ま
し
た
。
農
業
協
同
組
合
な
ど
の
認
定
方
針
作

成
者
に
同
日
付
で
通
知
し
、
２
月
６
日
に
は
す
べ
て
の

生
産
者
に
配
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
財
団
法
人
美
郷
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
臨
時
理
事

会
が
２
月
12
日
に
開
催
さ
れ
、
公
益
法
人
制
度
改
革
に

よ
る
新
制
度
施
行
に
伴
う
同
法
人
の
今
後
の
あ
り
方
に

つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
、
本
年
11
月
30
日
を
も
っ
て
解

散
す
る
旨
、
議
決
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
解
散
後
に

残
余
財
産
と
な
る
美
郷
町
自
転
車
競
技
場
等
を
町
へ
帰

属
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
併
せ
て
議
決
さ
れ
て
い
ま

す
。
町
で
は
今
後
、
解
散
手
続
き
が
円
滑
に
行
わ
れ
る

よ
う
、
同
法
人
と
連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
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自
主
財
源
の
う
ち
、
町
税
は
、
滞
納
整
理
対
策
の
強
化
に
よ
る
公
平
で

適
切
な
課
税
と
収
納
を
見
込
み
、
前
年
度
当
初
比
0
．
4
％
増
の
13
億

8
，
9
7
9
万
7
千
円
で
、
歳
入
予
算
の
12
．
7
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
依
存
財
源
の
う
ち
、
地
方
交
付
税
は
、
前
年
度
を
下
回
る
交
付
額
と
見

込
み
、
同
2
．
1
％
減
の
53
億
7
，
2
0
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

町
債
は
、
過
疎
対
策
事
業
債
と
合
併
特
例
債
を
事
業
内
容
に
よ
り
選
択
し

た
ほ
か
、
起
債
発
行
額
が
起
債
の
償
還
元
金
を
上
回
ら
な
い
よ
う
考
慮
し
、

同
11
．
8
％
減
の
13
億
6
，
3
2
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
繰
入
金
は
公

共
施
設
整
備
基
金
（
―
⑱
）
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
必
要
最
小
限
に
と
ど
め
、

同
27
．
4
％
減
の
2
億
9
5
4
万
3
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
町
債
、
地
方
交
付
税
な
ど
を
合
わ
せ
た
依
存
財
源
の
総
額
は
86
億
4
，

7
5
9
万
円
で
、
歳
入
予
算
の
79
．
1
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
当
初
予
算
が
３
月
11
日
か
ら
19
日
に
開
か
れ
た

町
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
と
５
つ
の
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
町
の
予
算
総
額

は
、
1
4
7
億
4
，
1
1
4
万
1
千
円
で
す
。
こ
の
う
ち
一
般

会
計
当
初
予
算
は
1
0
9
億
3
，
2
1
7
万
1
千
円
で
、
前
年

度
当
初
比
3
億
6
，
2
5
5
万
8
千
円
（
3
．
2
％
）
の
減
と

な
り
ま
し
た
。

　
事
務
事
業
の
見
直
し
を
進
め
る
と
と
も
に
、
徹
底
し
た
経
費
の
抑
制
や

財
源
の
重
点
配
分
を
行
い
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
予
算
編
成
に
努
め
ま
し
た
。

（
主
な
事
業
内
容
は
、
12
〜
15
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）

　
目
的
別
で
は
民
生
費
が
最
も
多
く
、
前
年
度
当
初
比
1
．
8
％
増
の
27

億
4
，
8
7
8
万
円
で
、
歳
出
予
算
の
25
．
1
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
次

い
で
、
公
債
費
が
同
9
．
1
％
減
の
17
億
3
，
3
8
9
万
3
千
円
、
教
育

費
が
同
17
．
0
％
減
の
16
億
6
，
5
7
6
万
8
千
円
と
続
い
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
性
質
別
で
は
補
助
費
等
が
最
も
多
く
、
同
5
．
3
％
増
の
22
億

1
4
8
万
4
千
円
で
、
全
体
の
20
．
1
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
次
い
で
、

物
件
費
が
同
4
．
9
％
減
の
20
億
4
，
9
3
1
万
6
千
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
人
件
費
は
同
1
．
4
％
減
の
19
億
7
，
6
8
9
万
2
千
円
で
、

こ
れ
に
扶
助
費
と
公
債
費
を
合
わ
せ
た
義
務
的
経
費
が
全
体
の
42
．
5
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
歳
入

一
般
会
計
歳
出

平成25年度当初予算総額 は147億4,114万1千円
一般会計予算額は前年度当初比 3.2％減の109億3,217万1千円

歳入歳出
依

自主
財
源

存
財
源

歳入・歳出ともに端数を処理している
ため、合計額とは一致しません。

※（　）内は構成比

町税－①
13億8,979万7千円
（12.7％）

県支出金－⑦
6億4,000万1千円
（5.9％）

町債－⑤
13億6,320万円
（12.5％）

地方交付税－⑥
53億7,200万円（49.1％）

国庫支出金－⑦
7億7,038万9千円
（7.0％）

2億5,180万円 （2.3％）
340万円 （0.0％）
60万円 （0.0％）
30万円 （0.0％）

1億8,800万円 （1.7％）
4,900万円 （0.4％）
510万円 （0.0％）
380万円 （0.0％）

●地方譲与税
●利子割交付金
●配当割交付金
●株式等譲渡所得割交付金
●地方消費税交付金
●自動車取得税交付金
●地方特例交付金
●交通安全対策特別交付金

民生費
27億4,878万円
（25.1％）

衛生費
8億2,970万9千円
（7.6％）

●農林水産業費　 
5億7,196万9千円

（5.2％）

総務費
12億8,653万3千円
（11.8％）

●議会費
●労働費
●商工費
●消防費
●災害復旧費
●諸支出金
●予備費

1億2,115万3千円 （1.1％）
474万1千円 （0.0％）

3億9,841万8千円 （3.6％）
4億6,238万6千円 （4.2％）

99万1千円 （0.0％）
7,063万円 （0.6％）
 1,000万円 （0.1％）

公債費－⑩
17億3,389万3千円
（15.9％）

教育費
16億6,576万8千円
（15.2％） 土木費

10億2,720万円
（9.4％）

●分担金及び負担金－②
●使用料及び手数料－③
●財産収入
●寄付金
●繰入金－④
●繰越金
●諸収入

8,218万3千円 （0.8％）
1億3,155万8千円 （1.2％）
1,904万7千円 （0.2％）
23万9千円 （0.0％）

2億954万3千円 （1.9％）
1億円 （0.9％）

3億5,221万4千円 （3.2％）

自主財源－⑧　22億8,458万1千円（20.9％）
依存財源－⑨　86億4,759万円（79.1％）

一般会計歳入一般会計歳出（目的別）

平
成
25
年
度
予
算
概
要
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町税：町民税、固定資産税、軽自動車税、たばこ税
など。
分担金及び負担金：町が特定の事業を行う場合に、
その経費に充てるため、特別に関係のある人から経
費の全部または一部を徴収したお金のこと。
使用料及び手数料：町の施設の使用料や、証明書等
発行の際の手数料など。
繰入金：基金（－⑱）や特別会計から一般会計に繰
り入れられるお金のこと。
町債：町が資金調達のために行う長期借入（借金）
のこと。
地方交付税：自治体ごとの税収の差をならし、どこ
でも一定水準以上の行政サービスを提供するため、
国の税金（所得税、法人税、酒税など）の一部を地
方自治体に配分するお金のこと。
国庫・県支出金：特定の事業を行うために、その経
費に使うことを条件として国や県から交付されるお
金のこと。
自主財源：町税や使用料・手数料など、町が独自に
調達するお金のこと。
依存財源：地方交付税や国・県支出金など、国や県
から入ってくるお金のこと。
公債費：地方債の元金と利子などの返済に充てる経
費のこと。
人件費：職員の給与、議員や委員の報酬などの経費
のこと。
扶助費：高齢者や児童、障がい者などを援助するた
めの経費のこと。
普通建設事業費：道路や橋りょう、学校、公共施設
などの建設に要する経費のこと。
補助費等：一部事務組合や各種団体などへ負担金、
補助金として支払う経費のこと。
物件費：臨時職員の賃金、事業の委託料、郵便料金
や印刷製本費などの経費のこと。
義務的経費：法令や、その性質により支出が義務付
けられている経費のこと。全体に占める割合が高い
ほど財政の硬直化を示す。
投資的経費：支出の効果が社会資本の形成に向けら
れる経費のこと。全体に占める割合が高いほど歳出
の自由度が高いといえる。
基金：特定の目的のために財産を維持したり、資金
を積み立てたり、また、定額の資金を運用するため
に設置されるもの。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

平成25年度特別会計予算
特別会計予算総額は38億897万円

義務的経費－⑯ 46億4,456万1千円 （42.5％）
投資的経費－⑰ 12億2,472万円 （11.2％）
その他の経費 50億6,289万円 （46.3％）

※（　）内は前年度当初比■各会計の予算額
国民健康保険特別会計

28億159万6千円（4.9％）

4億3,833万円（5.1％）

1億8,972万9千円（2.9％）

1億9,523万9千円（▲6.1％）

1億8,407万6千円（▲2.3％）

簡易水道事業特別会計

下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

グラフや本文中の①～⑱の用語を説明します

キ ー ワ ー ド

　美郷町には５つの特別会計があります。特
別会計とは、特定の事業を行う場合に、特定
の歳入をもってその特定の歳出に充てるもの
で、一般会計の歳入歳出と区分して経理する
必要がある場合に設置されます。各会計の平
成25年度予算額は次のとおりです。

平成25年度当初予算総額 は147億4,114万1千円
一般会計予算額は前年度当初比 3.2％減の109億3,217万1千円

人件費－⑪
19億7,689万2千円
（18.1％）

物件費－⑮
20億4,931万6千円
（18.7％）

災害復旧費
99万1千円（0.0％）

●積立金
●貸付金
●繰出金
●予備費

7,062万9千円 （0.6％）
1億5,940万円 （1.5％）

5億7,206万1千円 （5.2％）
1,000万円 （0.1％）

補助費等－⑭
22億148万4千円
（20.1％）

公債費－⑩
17億3,389万3千円
（15.9％）

扶助費－⑫
9億3,377万6千円
（8.5％）

普通建設事業費－⑬
12億2,372万9千円
（11.2％）

一般会計歳出（性質別）
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　町内産品取扱店への認定証交付や表彰を実施するほか、
流通経路確保や特産品開発のアドバイザーを委嘱します。
また、JA秋田おばこと連携し、美郷米の販促活動を関西方
面や東京都多摩地区などで実施します。
　インターネットを通じた物産販売支援のため、町内事業
者を対象に講習会を開催します。

美郷うりこめ推進事業（特産品）
美郷うりこめ推進事業（農産品）
ネット販売参入支援事業

293万2千円
130万6千円
45万7千円

地域特産開発事業（特産品）
薬用植物試験栽培事業
農産加工品販売拡大支援事業

515万円
843万7千円

91万円

　町の花「ラベンダー」の精油・芳香水の試作品製造や活
用研修会を開催します。また、社団法人東京生薬協会との
“生薬の里　美郷”構想連携協定を踏まえ、甘草の試験栽
培を実施します。
　農産加工チャンピオン大会優秀作品の販売・生産体制の
支援を継続するほか、秋田県立大学と連携し、農産物加工
品の商品化やマーケティングの研究を行います。

地販地消推進事業
事業所連携活性化事業

24万2千円
100万円

　町内特産品販売店に地販地消応援の店であることを示す
「行灯」設置を補助し、消費拡大を支援します。
　農・商・工関係者の連携による消費拡大事業の実施を支
援します。

希望と活力あふれるまちをつくる 農
商
工
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

まちづくり戦略
プロジェクトプロジェクト

平成25年度の主な取り組みを紹介します平成25年度の主な取平成25年度の主な取り組みを紹介します組みを紹介します
美郷町総合計画『後期基本計画』では、将来の美郷町のために特に力を入れる施策を
“まちづくり戦略プロジェクト”と位置づけ、各課が連携して取り組んでいます。

平成25年度に実施する５つのプロジェクトの事業概要をご紹介します。

　まちづくりの目標となる町の将来像を掲げ、実現に向けた施策を明らかにするた
めの計画で、様々な事業を計画的に進めていくための指針になります。基本構想、
基本計画、実施計画の３つの要素で構成され、『後期基本計画』では平成22年度
から平成26年度までの５年間に行われる主な施策や事業を定めています。

総合計画とは？

特産品の開発・加工販売を支援し、農業の６次産業
化を目指します。

【特色ある地域産品の充実】

「地産外商」の概念による町外への売り込みの拡大
を目指します。

【地域外販売の促進】

地元購買率の向上と地域内消費の拡大を目指します。
【地域内消費の促進】
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　水環境学習の基礎資料にするためイバラトミヨやホタル
などの生息環境調査を行うほか、水環境マイスター養成講
座や水辺写真展を継続して行います。
　水環境学習にも使用する小学校の副教材「社会科副読
本」の改訂を行います。

水環境保全事業
清水周辺環境整備事業
合併浄化槽水質環境保全事業
七滝「水の森」植樹事業

213万９千円
213万5千円
757万5千円
139万２千円

　水辺清掃ボランティア活動や不法投棄監視人によるパ
トロールに引き続き取り組むほか、合併浄化槽設置者の
水質検査の実施を支援します。また、湧水群の水質検査
を実施し、清水周辺の環境整備を進め、日常的な管理の
在り方を検討します。
　七滝地域の水源涵養林の保全のため、児童らによる広
葉樹の植樹と育樹を行います。

水の郷シンポジウム開催事業
水の芸術に親しむ事業
水関連イベント支援事業
水辺を歩こう事業

95万4千円
11万5千円
36万円

36万8千円

　「水の郷シンポジウム」や「水辺を歩こう事業」を引き
続き開催するほか、秋田大学との連携による「水のコンサ
ート」などを通じ、清水の郷としてのイメージアップを図
ります。秋田県立大学と連携して美郷中学校のビオトープ
を整備します。

　食育推進のため、「レッツ！チャレンジ健やかクッキング教
室」を開催します。
　悩みを抱え不安定になりがちな中学生とその保護者を対象
に「思春期の心を育てる講座」を開催するほか、スポーツ少年
団活動を支援し、子どもたちの心身の健全な育成を図ります。

子どもの健康づくり・食育推進事業
家庭教育事業（思春期子育て事業）
少年スポーツ振興事業

45万4千円
10万円

341万1千円

水環境学習事業
水環境総合学習事業

28万円
268万8千円

学力定着度調査事業
ブックスタート事業
読書環境充実事業

56万9千円
45万円
291万円

　美郷町に縁のある美術評論家　高階秀爾氏による講演会
を開催するほか、小中学校合同の音楽祭を実施します。
　長期休業期間のわくわくスクールや親子クッキング教室
など、体験活動機会を提供します。

　美郷町に縁のある美術評論家　高階秀爾氏による講演会
を開催するほか、小中学校合同の音楽祭を実施します。
　長期休業期間のわくわくスクールや親子クッキング教室
など、体験活動機会を提供します。

子どもの感性・創造力育成事業
青少年教育事業
児童館事業・子ども会育成事業

132万5千円
20万６千円
131万8千円

　各種調査結果を分析し、子どもたちの個性や能力に応じ
た学習指導を推進するほか、認定こども園５歳児担当職員
と小学１年生担当教員による合同研修を行います。
　また、ブックスタート事業や読書感想文コンクール開催、
小中学校への図書館管理システムの導入などにより子ども
の読書環境を整備します。

水
環
境
保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

かけがえのない水環境を未来へつなぐ

子
ど
も
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

未来を担う子どもたちをはぐくむ

水関連イベントの開催を通じ「森と水を大切にす
る」美郷町のイメージを町内外に発信することを目
指します。

【水とのふれあいの場の提供】

町・町民・事業者が連携した「水を守る」取り組みを
推進し、快適な生活と潤いのある景観を目指します。

【水資源の保全と保護】

町の財産であり大切な資源である「水環境」を学び、
水を大切にする意識を喚起することを目指します。

【水環境学習機会の創出と提供】

基本的な生活習慣を身につけ、豊かな心をもつ子ど
もたちを育むことを目指します。

【子どもの心と体の健全な育成】

自らの将来を展望し、「たくましく生きる力」を
身につけた子どもたちを育むことを目指します。

【個性と想像力をもつ子どもの育成】

基礎的・基本的な知識や技能を習得し、問題を解決
できる能力を身につけた子どもたちを育むことを目
指します。

【確かな学力を身につけた子どもの育成】
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　認定こども園に看護師を配置するほか、妊婦健診や乳幼
児健診を実施します。
　通学時の子どもたちを不審者や災害から守るため、スク
ールガードリーダーの配置や子ども見守り隊の活動強化、
「安全・安心メールシステム」の継続運用などを行います。
統合小学校の通学路への防犯灯設置を重点的に実施します。

看護師配置事業
乳幼児健診事業
不審者対策事業
通学路防犯灯整備事業

670万7千円
332万3千円
50万3千円
200万円

　緊急車両の通行が困難な狭隘路線（竹原・蛭川線、善知
鳥線）の改善整備や学校再編に配慮した歩道整備（作山・
南明田地線、鑓田馬町・沢田線、金堂地内線）を進めるほ
か、橋梁の修繕工事・調査設計を実施します。
　中央体育館・南体育館の耐震補強・暖房設備・消防設
備・床改修工事を行います。

緊急自動車不通解消事業・歩道整備事業

橋梁長寿命化事業
社会体育施設耐震改修事業

8,568万8千円
5,400万円

4,722万9千円

防災対策事業
防災備蓄事業

421万7千円
161万1千円

　自主防災組織の育成強化と生活関連物資の備蓄を行うほ
か、町からの助言、指導または勧告に従う危険な空き家の
解体に限り、その費用の一部を支援する制度を創設します。
　緊急情報キット「みさと安心パック」を新規対象世帯に
設置します。

大田区友好交流事業
那珂川町友好交流事業
東御市友好交流事業
友好交流コンサート開催事業
都市農村交流事業
ＪＡＬ×美郷提携プロジェクト事業
宿泊交流施設整備事業

30万円
16万2千円
19万9千円
339万8千円
７9万8千円
149万2千円
5,524万5千円

　東京都大田区子どもガーデンパーティーに町立小学校の
６年生を参加させ、首都圏児童との交流を図ります。また、
東京都港区御田小学校と千畑小学校の双方向の交流を行い
ます。

大田区子どもガーデンパーティー交流事業

子ども双方向交流事業
46万1千円
10万円

　東京都大田区と、観光や農作業体験に関する意見交換
会などを行います。栃木県那珂川町との交流を進め、両
町間での特産品の取扱いを拡大するほか、行政事務の効
率化などについて情報交換や視察研修を実施します。長
野県東御市との交流を進め、両市町間での特産品の取扱
いや観光資源の生かし方などについて相互視察や協議を
行います。
　例年開催している友好交流コンサートを国民文化祭プ
レイベントとして実施するため、その支援を行います。
　美郷町都市農村交流推進協議会が主催する農作業体験
ツアーのPRとして、美郷米のおいしい炊き方を紹介する
講座などを東京都大田区で開催します。日本航空株式会
社と連携協力協定を締結し、植樹や清水清掃などを協働
で実施するほか、JAL秋田便搭乗者を中心に町特産品の売
り込み支援を行います。

安全で安心して暮らせるまちをつくる 安
全・安
心
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

人々がふれあい活気あふれるまちをつくる 交
流
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

日常生活はもとより、災害や緊急時においても安
全かつ速やかに誘導・避難できることを目指します。

【社会資本の安全・安心】 子どもが安心して成長できる環境整備に努め、保護
者も安心して子育てと仕事の両立ができる環境を目
指します。

【子どもの安全・安心】

町民の生命と財産を災害や事故、犯罪等の被害か
ら守るべく、万一の事態に備えた体制づくりを目指
します。

【暮らしの安全・安心】

首都圏児童との交流を介して美郷児童の豊かな人間
性を育み、農村交流での仲間づくりを目指します。

【学習交流の推進】

文化・教育・経済など多様なジャンルでの交流拡大を
目指します。

【友好交流の推進】
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　認定こども園施設整備事業
　学校生活支援員配置事業
※小学校施設環境整備事業
　国民文化祭開催事業
　社会体育施設環境整備事業

1億404万2千円
2,776万1千円
1億6,863万円
339万8千円

1億8,182万1千円

心豊かなまちをめざして

※公共施設再編事業
　議会広報事業
　協働・参画のまちづくり事業
　職員能力向上事業
　共同電算運営事業

1億653万2千円
　167万1千円
650万2千円
227万3千円
257万円

町民主体のまちをめざして

　道路新設改良事業
　簡易水道事業  加入率アップ推進事業
　公共下水道事業  加入率アップ推進事業
　農業集落排水事業  加入率アップ推進事業
※定住促進奨励事業

3億9，520万8千円
45万6千円
177万円
54万2千円

1,102万2千円

快適なまちをめざして

　観光施設整備事業
　出会い・結婚支援事業
※広域観光圏推進事業
　イベント関連事業
　美郷フェスタ開催事業

4,477万9千円
13万円

127万3千円
526万円
89万3千円

人がふれあうまちをめざして

　ごみ減量リサイクル対策事業
　環境維持事業
　最終処分場事業
　地籍調査事業
※太陽光発電システム普及補助事業

132万3千円
40万円

1,093万4千円
119万円
200万円

自然にやさしいまちをめざして

　経営体育成支援事業
　森林整備事業
※地域商店等活性化事業
　中小企業支援事業
　正規雇用者育成支援事業

182万5千円
443万6千円
100万円

1億5,274万円
360万円

活力あるまちをめざして

　子どもの健康づくり・食育推進事業
　ボランティア活動支援事業
※少子化対策支援事業
　介護予防事業・包括的支援事業
　自立支援給付事業

 45万4千円
87万4千円
100万円

2,122万1千円
3億9,884万2千円

健やかなまちをめざして

　消防設備整備事業
　交通安全運動啓蒙事業
　チャイルドシート購入助成事業
※防犯対策事業
　青少年健全育成対策事業

1,795万3千円
61万3千円
54万5千円
2,420万円
51万5千円

安全で安心できるまちをめざして

その他の主な予算
まちづくり戦略プロジェクト以外の主な予算を美郷町総合計画の区分に沿って紹介します。

※定住人口の増加および地域の活性化を図るため、町内
　在住の若者や町外からの定住者等に対して奨励金を交
　付します。

※秋田デスティネーションキャンペーンや後三年合戦関
　連事業を通して全国に向けて美郷をＰＲし、誘客を図
　ります。

※地球にやさしい住宅環境と環境負荷の軽減を目指すた
　め、太陽光発電システムの導入に対し助成します。

※商店会や町内商店のグループなど事業所が連携して実　
　施する販売促進イベントに対し、助成金を交付します。

※特定不妊治療における経済的負担を軽減するため、助
　成を行います。関連記事→24ページ

※統合小学校開校に伴う通学路の見直しに対応した防犯
　灯設置や既存防犯灯の維持管理を行います。

※千畑小学校グラウンド改修や六郷小学校体育館屋根外
　壁改修、仙南小学校プール整備を行い、快適な学校環
　境に整備します。

※「公共施設再編計画」に基づき、もとだて児童館改修
　工事、旧千畑中学校一部解体工事、北ふれあい館駐車
　場整備、平場の森整備実施設計作成を行います。
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小学校卒業式

5
4

67

2 1
3

３月15日から３月19日にかけて町内各小学校で卒業式が挙行され、平成24年度で閉校を迎えた千屋小学校、
千畑南小学校、仙南東小学校、仙南西小学校、金沢小学校の卒業生が母校に別れを告げました。
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千屋小学校　　平成24年度卒業生　46人　写真 ■、■、■
千畑南小学校　平成24年度卒業生　21人　写真 ■、■、■、■
仙南東小学校　平成24年度卒業生　29人　写真 ■、■、■
仙南西小学校　平成24年度卒業生　19人　写真 ■、■、■
金沢小学校　　平成24年度卒業生　  9人　写真 ■、■、■

9

12 11

13
15 14

10

16

8

10 14 15

11 12 13

4 8 9

5 6 7

16

1 2 3

広報美郷
2013.417



ありがとうの気持ちを込めて

　３月３日に千畑南小学校（鈴木恒久校長）で閉校記念式典が行
われ、児童や地域住民、同校の卒業生など約400名が参加しました。
　式典では松田町長が「（千畑小学校になれば）倍の人数の友達
が出来て、色んな行動が出来る可能性が出てくる。今回の閉校に
はそうした動機と可能性があることを児童のみなさんには理解し
てほしい」と式辞を述べ、４月に開校を控えた千畑小学校に寄せ
る期待を新たにしました。鈴木校長は同校の沿革を紹介し、「過
去があるから今があり、今があるから未来がある。未来に続くそ
れぞれの一本道を歩むみなさんを見守ります」と春からの新生活
に臨む児童たちにエールを送りました。
　引き続き行われた児童による呼びかけでは、楽しかった学校生
活を振り返り、「未来に向かってしっかりと歩いていきます」と
大きく声をそろえ、思い出いっぱいの学び舎に別れを告げました。

　３月９日に千屋小学校（小原靖校長）で閉校記念式典が行われ、
児童や地域住民、同校の卒業生、交流を続けてきた御田小学校長
など、約430名が参加しました。
　式典では松田町長が「普段見えていなかったことが、何かのき
っかけによって見えてくることがあります。この一年間に皆さん
がみつけた千屋小学校の良さを記憶にとどめ、千畑小学校へつな
いでほしい」と式辞を述べました。小原校長は同校の沿革を紹介し、
「これまで千屋小学校を守ってきてくださった全ての方々に感謝
します。子どもたちには、夢と希望を持ち、理想と志を高くして
歩んでほしい」と、新しい一歩を踏み出す子どもたちへメッセー
ジを送りました。
　引き続き行われた児童による呼びかけでは千屋小学校の歴史や
「ありがとうをつなげよう」と題して活動した今年度の活動を振
り返りながら、第一線で活躍している卒業生から教えてもらった
手品やダンスを披露。この日のために作成されたテーマ曲「大好
き♡千屋小」を全校児童で合唱し、明日への誓いを新たにしました。

文化勲章受章  高階秀爾氏による講演会を開催します
　昨年度、美術評論分野で初の文化勲
章受章者となられた高階秀爾氏をお招
きし、講演会を開催します。
　高階氏は父親が旧千畑町の出身だっ
た縁で、戦中は大仙市に疎開し、旧制
角館中（現角館高）で勉学に励まれる
など、仙北地域とゆかりの深い方です。
講演会は美郷中学生を対象に行います
が、一般の方も聴講できますので、皆
さんもぜひご来場ください。
日時●４月25日㈭　午後２時～
会場●美郷中学校　体育館

美術評論家
しゅう じ

高階　秀爾 氏
　昭和7年生まれ。東京大学大学院在学中に
パリに留学。フランス近代美術やイタリアの
ルネサンス美術を研究し、帰国後は東京大学
の教授、国立西洋美術館長などの要職を歴
任。著作は、翻訳本、画集の監修などを含め
れば膨大な数になる。紫綬褒章やフランス政
府から数々の勲章を受章。このたび長年の評
論活動や芸術文化振興への貢献が認められ文
化勲章を受章。
　大原美術館館長。西洋美術振興財団理事
長。東京大学名誉教授。東京都在住。

ありがとうの気持ちを込めて

　３月３日に千畑南小学校（鈴木恒久校長）で閉校記念式典が行

閉 校 記 念 式 典
千畑南小学校閉校記念式典

千屋小学校閉校記念式典
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学校再編による空き施設の活用について
旧六郷東根小学校・旧仙南西小学校・旧金沢小学校１

貸付予定企業がまとまりました
　町では、平成23年５月に定めた｢学校再編による空
き施設等活用計画｣に基づき、企業用施設とした旧六郷
東根小学校、旧仙南西小学校、旧金沢小学校の３施設
について、利用を希望する企業等を昨年９月から募集
していました。
　これまで、各施設について１企業ずつの応募があり、
町では、企業との面接、議会との意見交換会や地元説

旧仙南東小学校・旧千畑南小学校2
「県南地域における多様な交流推進による美郷活性化プロジェクト」が立ち上がりました
　町では「秋田県市町村未来づくり協働プログラム」
を活用し、県と協働して「県南地域における多様な交
流推進による美郷活性化プロジェクト」を立ち上げま
した。本プロジェクトは、空き校舎などを活用して
様々な交流や体験活動の機会を創出し、県南部の中心
として広域的な交流人口拡大による本町の活性化を図
るものです。期間は平成25年度から平成28年度までと
し、県から２億円の交付が予定されています。

「秋田県市町村未来づくり協働プログラム」とは？
　重要な地域課題を解決するために市町村が提案した
プロジェクトについて、企画段階から実施、フォロー
アップまでを県と市町村が協働で推進するものです。
プロジェクトを実施する市町村に対して「あきた未来
づくり交付金」を交付し、プロジェクトを促進します。

対象施設名

旧六郷東根小学校

■学校再編による空き施設の貸付予定企業等
貸付予定企業（本社）
ＥＮＥＸ株式会社
（美郷町）

利用目的
・地下水熱ヒートポンプシステム組立工場
・同システムを利用した農産物生産試験場

旧仙南西小学校 大同衣料株式会社
（大仙市） ・衣料品のストックヤード

旧金沢小学校 三共光学工業株式会社
（東京都荒川区）

・光学レンズ製造における開発部門用施設
・社員の福利厚生施設

対象施設名

旧仙南東小学校 ・宿泊交流施設

■学校再編による空き施設の活用方法
整備施設 利用目的

・各種大会や合宿での利用のほか、美郷町特有の資源を
　活用した体験型の宿泊交流活動が可能な施設

旧千畑南小学校
・歴史民俗資料展示施設
・屋内球技施設
・公園（平場の森）

・県内有数のわら細工などの収蔵物を展示し、見て、触
　れて、学べる施設
・屋外スポーツ等の雨天時や冬期の練習が可能な施設
・憩いの場となる樹木（薬樹）を中心とした公園（グラ
　ウンド活用）

●スポーツ、歴史等の多様な体験・宿泊を推進する新たな交流機
　会の創出
●多様な体験・宿泊を提供できる滞在型・滞留型拠点施設の強化

明会を開催するなど、貸付の適否についての検討を重
ねてまいりました。このたび、これらの検討を踏まえ
て、次のとおり貸付予定企業を決定しましたのでお知
らせします。
　今後は、企業と詳細な内容を協議の上、国への財産
処分申請等の所定の手続きを進め、認可後に貸借契約
を締結する予定です。

※公園整備は町単独事業です。

美郷がいちばん、
すきです美郷

プロジェクトの柱
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町
の
話
題

　２月24日、名古屋市内の会場で中部関西地区美郷
町ふるさと会の総会と懇親会が開かれ、会員24名が
参加しました。
　町からは、松田町長、髙橋議長らが来賓として出席
し、会員の方々と情報交換を行いながら交流を深めま
した。懇親会では、賑やかにも和やかな雰囲気の中で
思い出話に花を咲かせ、会の終盤には全員で「美郷町
民歌」を合唱してふるさと美郷への思いをはせました。

中部関西地区美郷町ふるさと会
ふるさと美郷への思いをはせる

　２月26日に平成24年度大仙仙北美郷管内自衛隊入隊予定者激
励会（大仙仙北美郷自衛隊父兄会連絡協議会主催）が美郷町公民
館で開催されました。今年度の管内の入隊予定者は19名。会で
は来賓や先輩隊員からの激励の言葉が述べられたほか、小野寺防
衛大臣や自衛隊体育学校メダリストからのビデオメッセージが放
映されました。多くの激励を受け、入隊予定者を代表して佐藤栞
さん（大仙市出身）が「国の平和、世界の平和に貢献できるよう、
それぞれの職務に責任を持ち、秋田県人としての誇りと粘り強さ
を発揮し、立派な自衛官、社会人になれるよう頑張ります」とこ
れからの抱負を述べました。

平成24年度自衛隊入隊予定者激励会
はばたけ！郷土秋田の防人達

　３月17日に美郷町南体育館で第24回全県素人うたとお
どりの美郷フェスティバル2013（同実行委員会主催）が
開催されました。今年も県内各地から多くの参加があり、
予選を勝ち抜いた総勢60名が「カラオケの部」「新舞踊
の部」「民謡の部」の３部門で自慢の「うたとおどり」を
披露しました。町内の受賞者は次のとおりです。

第24回全県素人うたとおどりの
美郷フェスティバル2013

歌声やおどりを楽しみました

　３月16日に美郷総合体育館リリオスでスポーツ少年団の交流
会と解団式が行われ、22単位団から約270名の団員が参加しま
した。交流会では、５本の綱を引き合い、よりたくさんの綱を
引き寄せたチームが勝つという「五色綱引き」が行われ、無我
夢中で綱を引き合い、団を越えて楽しく交流する団員たちの姿
があちこちで見られました。引き続き行われた解団式では、美
郷町スポーツ少年団本部長の橘正幸さんが「みなさんの中から
将来のオリンピック選手が誕生することを楽しみにしていま
す」とこれからの活躍に期待を寄せ、大きな事故なく一年間の
活動を終えたことを喜び、合わせて指導者、保護者の労をねぎ
らいました。

平成24年度美郷町
スポーツ少年団交流会及び解団式

一年間、楽しく活動できました

【カラオケの部】

【新舞踊の部】

【民 謡 の 部】

第３位　　　　　大久保　アツ子さん
審査員特別賞　　西鳥羽　和　幸さん
第２位　　　　　石　川　洋　子さん
第３位　　　　　伊　藤　伊津子さん
審査員特別賞　　佐　藤　芳　弘さん
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千畑幼稚園・保育園（なか
よし園）
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。
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町議会定例会で
行政報告を行う松田町長
町議会定例会で
行政報告を行う松田町長

　３月16日に町内各幼稚園・保育園で卒園式が挙行され、
合わせて147名の卒園生に園長先生から修了証書が手渡さ
れました。その後は全員で呼びかけや歌の発表を行い、思
い出がたくさん詰まった園での出来事を振り返るとともに、
新しい小学校への生活に期待を込めました。各園の卒園者
数は次のとおりです。
　千畑幼稚園・保育園（なかよし園）　45名
　六郷幼稚園・保育園（わくわく園）　42名
　仙南幼稚園・保育園（すこやか園）　60名

町内幼稚園・保育園卒園式
思い出と期待を胸に

新
た
な
羽
ば
た
き

ゆ
か
り

こ
う
が
ん

あ
い
と
と
の
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おめでとうございます
活躍・表彰

　永年にわたり消防団活動に尽力された功績が認めら
れ、４名の方々が表彰を受けました。　　　　　
■消防庁長官表彰　永年勤続功労賞
　奥山　幸誠さん（安城寺下）  斉藤　一夫さん（野際）
■日本消防協会表彰　功績賞　髙橋　勝利さん（七滝）
■日本消防協会表彰　精績賞　稲川　高志さん（百目木）

　仙北地域振興局が主催する「元気なふるさと秋田づ
くり県民運動」の表彰式が、3月13日に大仙市で行われ
ました。美郷町からは、プランター設置による花いっ
ぱい運動などの環
境美化活動を続け
ている「第一暁部
落会」、若者のア
イデアを活かしな
がら天筆プロジェ
クトなどの町内行
事に参加している
「美郷若者会議」
の２団体が受賞し
ました。

消防庁長官・日本消防協会表彰

第35回JOCジュニアオリンピックカップ
春季水泳競技大会・秋田県予選会

（2月24日　秋田県立総合プール）
※学年・学校は大会当時

元気なふるさと秋田づくり県民運動

▲写真左から奥山幸誠さん、斉藤一夫さん、髙橋勝利さん、
　稲川高志さん

▲写真左から「美郷若者会議」の扇田亮
　さん、 出雲広大さん、 「第一暁部落会」
　の藤嶋政春さん

▲写真左から加賀美奈さん、松田町長、赤坂二三男さん、
　小原秀和さん、岡田登さん

【9歳以下男子】
50mバタフライ
200m個人メドレー

【11歳男子】
200m自由形
200m個人メドレー
50m平泳ぎ
100m平泳ぎ
（50m平泳ぎと100m平泳ぎは大会新記録）

【11歳女子】
100m自由形
200m自由形

【12歳女子】
50m自由形
100m背泳ぎ
100mバタフライ
200m個人メドレー

【13歳男子】
50m自由形
100m自由形
（50m自由形と100m自由形は大会新記録）
100m自由形
200m個人メドレー

【14歳女子】
200m個人メドレー
400m個人メドレー
（200m個人メドレーはJOC標準記録突破、 400m個人
メドレーは大会新記録）
※奥山美優さんは、3月28日から新潟県長岡市で行われた
　「第35回JOCジュニアオリンピックカップ春季水泳競技
　大会」に出場しました。

第3位　坂本　春空さん
第2位　（六郷小学校3年）

第2位　小山　　絢さん
第2位　（六郷小学校5年）
第1位　藤井　海斗さん
第1位　（千畑南小学校5年）

第3位　坪井　美桜さん
第2位　（千屋小学校5年）

第2位　伊藤　真生さん
第2位　（六郷小学校6年）
第1位　奥山　咲良さん
第1位　（六郷小学校6年）

第1位　煙山　雄斗さん
第1位　（美郷中学校1年）

第3位　鈴木　悠馬さん
第2位　（横手清陵中学校1年、
　　　　宝門町）

第1位　奥山　美優さん
第1位　（美郷中学校2年）

　このたび大曲ロータリークラブ（池田泰久会長）から美郷
町に絵本32冊を寄贈していただくことになり、３月６日に
役場庁舎で松田町長に目録と絵本が手渡されました。松田町
長は、「幼少期に様々な絵本に触れることは、子どもの情操
教育を推進する上でも非常に重要。今回寄贈していただいた
絵本も大切に使っていきたい」とお礼の言葉を述べました。
　大曲ロータリークラブからはこれまでも多数の絵本を寄贈
していただいており、学友館や図書館ボランティアの読み聞
かせ活動などで有効に活用しています。

寄贈ありがとうございました
大曲ロータリークラブ

｝

｝
｝

｝

｝
｝

｝

｝

｝
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国
民
文
化
祭
っ
て
ど
ん
な
イ
ベ
ン
ト
？

第
29
回
国
民
文
化
祭
・
あ
き
た
２
０
１
４

　
平
成
26
年
秋
、
秋
田
県
で
は
初
の
開
催
と
な
る
「
国
民
文
化
祭
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

会
期
中
は
、
県
内
全
市
町
村
で
様
々
な
芸
術
文
化
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
日
本
全
国

か
ら
大
勢
の
観
客
や
出
演
者
が
秋
田
県
を
訪
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

平
成
25
年
10
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
の
秋
田
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
効
果
も
加
わ
り
、
平
成
26
年
に
秋
田
県
を

訪
れ
る
観
光
客
が
大
幅
に
増
加
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
平
成
26
年
は
、
美
郷
町
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の
機
会
に
な
り
ま
す
。
国
民
文
化

祭
の
開
催
ま
で
１
年
６
カ
月
、
美
郷
町
の
力
を
結
集
し
て
国
民
文
化
祭
を
成
功
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

　
国
民
文
化
祭
と
は
、
全
国
的
な
規
模
で
文
化
活
動
を

発
表
す
る
場
を
提
供
し
、
文
化
の
創
造
や
地
方
文
化
の

発
展
、
国
民
生
活
の
充
実
等
を
目
的
に
し
た
「
文
化
の

国
体
」
と
も
い
わ
れ
る
国
内
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

昭
和
61
年
に
東
京
都
で
開
催
さ
れ
、
平
成
26
年
の
秋
田

県
で
29
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　
秋
田
県
で
は
初
の
開
催
と
な
る
国
民
文
化
祭
は
、
平

成
26
年
10
月
４
日
㈯
か
ら
11
月
３
日
㈪
ま
で
行
わ
れ
ま

す
。
テ
ー
マ
を
「
発
見
・
創
造　

も
う
ひ
と
つ
の
秋

田
」
と
し
て
、
会
期
中
は
県
内
全
市
町
村
で
様
々
な
芸

術
文
化
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
国
民
文
化
祭
を

盛
り
上
げ
る
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
平
成
19

年
の
「
秋
田
わ
か
杉
国
体
」
で
活
躍
し
、
全
国
的
に
も

知
名
度
が
高
い
「
ス
ギ
ッ
チ
」
で
す
。

平
成
26
年
秋
田
県
で
開
催

第
29
回
国
民
文
化
祭・あ
き
た
２
０
１
４

　美郷町では毎年「友好交流コンサート」を開催し、「ジャ
ズ」などの音楽を通じた交流を行っています。また、六郷
湧水群をはじめとする名水の郷として「水」をテーマに
したまちづくりを進めています。このことから「ジャズ」と
「水」をテーマにして、「アクアジャズフェスティバルin
美郷」を平成26年10月12日㈰から13日㈪にかけて開催す
るとともに、「水」に関するアート展示等を行う予定です。

　国民文化祭の１年前にあたる平成25年度は、本番を想定
したプレイベントが行われます。美郷町では、屋外で気軽
にジャズを楽しめる「まちかどコンサート」と、美郷総合
体育館を会場にした「ジャズコンサート」（友好交流コン
サート）を10月12日㈯に開催します。

毎年開催されている「友好交流コンサート」の様子

美郷町での取り組み
美郷町の開催イベントは？

今年はプレイベントを開催します!!

マスコットキャラクター「スギッチ」 国民文化祭の統一シンボルマーク

問い合わせ●
第29回国民文化祭美郷町実行委員会事務局
（美郷町教育委員会生涯学習課社会教育班内）
☎0187（84）4915　FAX 0187（83）2451
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総　務　課

福祉保健課

問い合わせ●美郷町選挙管理委員会・美郷町明るい選挙推進協議会事務局　☎0187（84）1111（内線1205）

　任期満了に伴い３月21日に告示された秋田県知事
選挙は、現職の佐竹敬久氏以外の届け出がなかった
ため、無投票となりました。

秋田県知事選挙は無投票となりました
平成２５年４月７日執行

対 象 者●
・夫婦双方が１年以上前から美郷町内に居住している方
　（単身赴任等で夫が他市町村に居住している場合も
　　対象となります。）
・夫婦双方が町税およびその他の町への納入金を滞納
　していない方
・健康保険に加入されている方

問い合わせ●町福祉保健課　健康対策班（美郷町保健センター内）　☎0187（84）4900

　財団法人自治総合センターが宝くじの社会貢献広報
事業の一環として、地域社会の発展と住民福祉の向上
に寄与するために実施してい
る助成事業です。
　平成24年度は、同センター
の助成事業を活用して「水環境
マイスター養成講座」も開催し
ています。

特定不妊治療費に対する
助成を行います

平成25年４月～ 対象費用●平成25年４月１日以降に行った特定不妊
　　　　　治療（体外受精および顕微授精）の治療・
　　　　　検査に要した自己負担額
※県の不妊治療助成制度を受けられる場合は、県から
　の助成額を差し引いた額を自己負担額とします。
※受診医療機関は県内外を問いません。
助成金額●年間上限額を10万円として、自己負担金
　　　　　額の９割
　　　　　※助成期間の限度は通算５年間
そ の 他●県の不妊治療助成制度の助成対象となる
　　　　　方は、県の助成を受けてください。

コミュニティ助成とは
　財団法人自治総合センターが宝くじの社会貢献広報
事業の一環として、地域社会の発展と住民福祉の向上

手渡しで伝える水環境保全

　このたび、財団法人自治総合センタ
ーからのコミュニティ助成事業を活用
して、水環境保全をテーマとした「み
さと回覧板」を作製しました。後日、
各行政区に配布しますので、ぜひご活
用ください。

「みさと回覧板」を
ご活用ください

広報美郷
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福祉保健課

　高齢者の健康増進のため、「温泉施設利用券」と
「はり・きゅう・マッサージ施術券」を交付します。
　巡回交付日程以外の日でも役場福祉保健課で申請し
ていただければ交付します。六郷出張所・仙南出張所
でも申請できますが、後日、ご自宅へ券を送付するこ
とになるため、お手元へ届くまで時間がかかります。

「温泉施設利用券」と「はり・きゅう・マッサージ施術券」を交付します

問い合わせ●町福祉保健課　地域包括支援班　☎0187（84）4907（内線1506）

　寝たきり・認知症の高齢者や障がい者などを在宅
で介護している方へ介護用品を支給します。支給を
希望される方は、介護保険被保険者証または障害者
手帳と印鑑をお持ちのうえ窓口へ申請してください。
対 象 者●要介護度４または５と認定された方を介
　　　　　護している家族、特別障害者手当受給者
　　　　　または障害児福祉手当受給者を介護して
　　　　　いる家族
給付内容●紙おむつ、尿取りパット
給付時期●４月、６月、８月、11月、
　　　　　12月、２月の６回

介護用品を給付します
　日常生活上の軽度な援助が必要な方を対象に、軽度
生活援助事業を行っています。利用を希望される方は
印鑑をお持ちのうえ窓口へ申請してください。
対 象 者●おおむね65歳以上の単身世帯・高齢者のみ
　　　　　の世帯等で、心身の障がいや疾病等により
　　　　　軽度の生活援助が必要な方（ただし、町民
　　　　　税非課税世帯に限ります。）
事業内容●シルバー人材センターを利用して家の周り
　　　　　の除雪や手入れなどを行う場合、利用額の
　　　　　９割を補助します。年間40時間が上限と
　　　　　なります。

軽度生活援助事業のお知らせ

【申請窓口・問い合わせ】
町福祉保健課　地域包括支援班

☎0187（84）4907
みさと福祉センター（美郷町社会福祉協議会）

☎0187（85）2294

【申請窓口・問い合わせ】
町福祉保健課　地域包括支援班

☎0187（84）4907
美郷町シルバー人材センター（中央行政センター内）

☎0187（84）0307

■下記巡回交付日はそれぞれ指定された会場でしか交
　付できませんので、ご注意ください。
■千畑地区は美郷町役場３階大会議室で交付します。
　階段を上ることが困難な方は、エレベーターをご利
　用ください。

※昭和23年、昭和24年生まれの方は、誕生月の初日から申請できます。
　例）昭和23年８月16日生まれの方 → ８月１日から申請・利用可能

■巡回交付日程　交付日はたいへん混み合うことが予想されます。ご理解とご協力をお願いします。

■交付の内容

※印鑑をお忘れの場合は交付でき
　ません。
※代理申請・受領の場合は、ご本
　人と受領者の印鑑が必要です。

美郷町南ふれあい館　学習室
（旧仙南交流センター）

美郷町役場３階大会議室
（旧役場千畑庁舎）

美郷町学友館

４月
４月

日（木）11
午前９時30分～正午
午前９時30分～午後３時

時　　間

午前９時30分～正午
午前９時30分～午後３時

午前９時30分～正午
午前９時30分～午後３時

日（金）12
日（月）15
日（火）16
日（水）17
日（木）18

巡回交付日会　　場

温泉施設利用券

はり・きゅう・マッサージ施術券

券の種類
200円割引券を24枚交付します。
町内温泉施設３カ所で利用できます。
1,000円割引券を12枚交付します。

内　　容

町内に住所を有する
満65歳以上の方

対　象　者

持　ち　物

印　鑑

ご注意ください

■平成24年度中に発行した券
　は平成25年４月以降は使用
　できません

ピンク色の温泉施設利用券

緑色のはり・きゅう・マッサージ施術券

使用できません

使用できません

４月
４月
４月
４月
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住民生活課

平成25年度のごみ収集日は次のとおりです。昨年度と変更ありません。
分別方法は、平成23年３月に全戸配布した『【保存版】家庭ごみの分け方・出し方』をご覧ください。

平成25年度ごみ収集日一覧表

　水環境の保全を目的に、出川河川敷の清掃活動を行
います。たくさんの皆様のご参加をお願いします。
日　　時●４月21日㈰　※小雨決行
　　　　　6：45　美郷総合体育館リリオス駐車場集合
　　　　　7：00　作業開始（２時間程度）
清掃区域●出川（仙南地区）
申　　込●不要

持ち物●動きやすく濡れてもよい服装、長靴、帽子、
　　　　雨具、タオル
　　　　※飲み物、軍手、ごみ袋は町で用意します。
その他●大雨や雪解けの進み具合によっては開催を中
　　　　止する場合があります。開催の有無を確認す
　　　　る場合は、当日の午前６時～６時45分まで
　　　　に下記へお問い合わせください。

「水辺環境クリーンアップ作戦」の参加者を募集しています
美郷をもっときれいにし隊

千
畑
地
区

地
　
区

六
郷
地
区

仙
南
地
区

千屋北部、千屋中部、千屋南部、小荒川、土崎南部、
土崎北部、本堂東部、本堂中部、本堂西部、元本堂
南部、元本堂北部、黒沢、大坂、善知鳥、一丈木、
第一暁、第二暁

毎週
火曜日
金曜日

後三年、元村、四ツ谷、新田、本田、下タ堰、菅谷
地、八卦・熊堂、石柳、笹巻、大久保、万願寺、釜
蓋、今泉、百目木、上千・小町田、下千間谷地、町
田、御前（糠渕）、上菻沢、下菻沢

鶴水、御前（下鶴田、披）、上中野町、下中野町、
佐野、天神堂、扇田、南町、上深井、駅前、都野

山本、谷地川、中島・藤原、橋本

上畑屋、下畑屋、羽貫谷地、塚、安城寺上、安城寺
下、中野、湯竹、大畑、大柳、善元寺、外川原

毎月
第２・第４
水曜日

毎月
第１・第３
水曜日

毎月
第２・第４
水曜日

毎月
第４
木曜日

毎週
月曜日
木曜日

毎月
第２・第４
水曜日

毎月
第１・第３
水曜日

毎月
第２・第４
水曜日

毎月
第２
金曜日

毎週
月曜日
木曜日

毎月
第１・第３水曜日

毎月
第１
木曜日

毎週
火曜日
金曜日

毎月
第２・第４水曜日

毎月
第２
木曜日

毎週
火曜日
金曜日

毎月
第１・第３水曜日

毎月
第３
木曜日

毎週
火曜日
金曜日

毎月
第２・第４水曜日

毎月
第４
木曜日

毎週
月曜日
木曜日

毎月
第２・第４水曜日

毎月
第１
金曜日

毎週
火曜日
金曜日

毎月
第１・第３水曜日

毎月
第３
木曜日

もやせる
ごみ
（黄色）

もやせ
ないごみ
（赤色）

びん・缶
【資源ごみ】
（紺色）

ごみの種類と収集日（指定袋の色）

ペット
ボトル
（青色）

古紙類
行　政　区　名

馬町、西高方町、琴平、東高方町、本道町、宝門町、
上鑓田、中鑓田、下鑓田

川原保、中関、谷地中、森先、上前郷、中前郷、下
前郷、米ノ口、茨島、石神、野際、明田地、上野荒
町、下野荒町、籠林、寺田、長岡森

野中（花巻線沿いを除く）、押切紀の国、細筑、雀
柳、北雀柳、関田、中村、中通り、荒川、七滝、四
ツ屋、明田地、作山

本館、大荒田、浮池、遠槻

大町、上町、荒町、古町、新町（熊野住宅を含む）、
赤城、米町、旭町、小安門住宅、野中（花巻線沿い）

※年末年始（12月31日～１月３日）は収集しません。
※１月～３月の古紙類の収集は、古紙集積所でのみ行います。古紙集積所は年間を通して利用できます。

問い合わせ●町住民生活課　環境安全班　☎0187（84）4903
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住民生活課

４月の粗大ごみの収集日は４月18日（木）です。
申込期間は４月8日㈪～15日㈪

チャイルドシートの購入費用を助成しています
　チャイルドシートの着用を促進し、乗車中の乳幼児
の安全を守るため、購入費用の一部を助成しています。
対 象 者●６歳未満の乳幼児にチャイルドシートを購入
　　　　　する保護者で、その乳幼児と同居し同一生
　　　　　計である方。ただし、町民の方に限ります。
助成金額●購入費用の２分の１以内（上限１万円）
　　　　　※対象乳幼児１人につき１台限り
申請方法●チャイルドシートを購入後、右の書類を住
　　　　　民生活課に提出してください。
※申請書と請求書は住民生活課の窓口に備え付けてい
　るほか、町のホームページからもダウンロードでき
　ます。

提出書類

①チャイルドシート購入費補助金交付申請書
　　チャイルドシート本体の背面または側面にある型式
　番号（下図）を申請書の欄外に記入してください。

②領収書　※レシートは不可
（購入者の氏名、商品名、日付が記載されたもの）
③品質保証書の写し　
④補助金交付請求書

Ｃ－○○○○ ○○○○○○
自 Ｅ○○または などで表示

　粗大ごみの収集日は、４月～11月の毎月第３木曜日
です。収集は美郷町シルバー人材センターへの事前申
込が必要です。

４月の収集日●４月18日㈭
申 込 期 間●４月８日㈪～15日㈪

　行政区による資源ごみの集団回収に対して助成金を
交付します。申請手続きなど詳細は下記までお問い合
わせください。
回収方法●エコバックを利用して右記の対象品目を回
　　　　　収します。回収した資源ごみは、買い取り
　　　　　業者に売り払ってください。

対象品目●アルミ缶、スチール缶、
　　　　　ビールびん、一升びん（茶緑）
助 成 額●年間の収集量に応じて
　　　　　・200㎏以上400㎏未満　　4,000円
　　　　　・400㎏以上600㎏未満　　7,000円
　　　　　・600㎏以上800㎏未満　 10,000円
　　　　　・800㎏以上　　　　　    13,000円

資源ごみの集団回収に助成金を交付します

①美郷町シルバー人材セン
　ター（中央行政センター内）
　に電話する

電話番号●0187（84）0307
受付時間●午前８時30分～午後５時（平日のみ）

②「粗大ごみ収集券」を取扱
　店で購入する

収集券は１シート1,000円（１枚200円×５枚綴
り）です。粗大ごみの重量によって必要枚数が異
なりますので、申し込みの際にご確認ください。

③必要枚数の「粗大ごみ収集
　券」を貼って玄関先に出す

収集日の午前８時までに搬出してください。
収集への立ち会いは不要です。　　　　　

■申し込みから収集までの流れ

お持ちでない方は役場住民
生活課までご連絡ください。

「粗大ごみの
 出し方マニュアル」

問い合わせ●町住民生活課　環境安全班　☎0187（84）4903

　平成24年度中には美郷町内で２件の交通死亡事故が発生しました。
うち１件は、シートベルトを着用していれば助かった可能性が高い事故
です。車両は全座席でシートベルトの着用が義務付けられています。後
部座席に乗車する場合もシートベルトを着用しましょう。

シートベルトは全座席で
着用が義務付けられています

問い合わせ●町住民生活課　環境安全班　☎0187（84）4903
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税　務　課

農　政　課

をご利用ください!
事業主の皆さんへ

　eLTAX（エルタックス）は、町税などに関する手
続きをインターネットを利用して電子的に行うシステ
ムです。自宅やオフィスから、複数の市町村にまとめ
て申告手続きを行うことができます。ご利用の際は事
前に届出が必要です。詳しくは下記ホームページをご
覧ください。

　土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧を行っています。
ご自分が所有している固定資産の内容などを確認する
ことができます。
期　間●４月１日㈪～５月31日㈮
時　間●午前８時30分～午後５時15分
場　所●美郷町役場税務課窓口

手数料●無料
その他●本人確認ができるもの（運転免許証、健康保
　　　　険証など）をご持参ください。
※固定資産税の納税義務者以外の方が縦覧する場合に
　は委任状が必要です。
※土地・家屋価格等縦覧帳簿には所有者名や住所は記
　載されていません。

問い合わせ●町税務課　納税班　☎0187（84）4902

問い合わせ●町税務課　課税班　☎0187（84）4902

固定資産税に関する帳簿の縦覧を行っています

　秋田県地方税滞納整理機構は、秋田県と県内25市
町村が地方税の滞納整理を専門に行うために共同で設
置した任意組織です。市町村による催告に無関心で納
税意欲がないと判断される場合や、滞納額が高額で市
町村による徴収が困難と判断される場合は、機構に事
案が移管されます。

　機構では、基本的に差押え等の滞納処分を執行する
ことを前提として滞納整理を行います。滞納者の財産
調査を徹底的に行い、これまで市町村が滞納処分の対
象としていなかった財産についても滞納処分を行うこ
とになります。
　町税などの未納のある方は、そのままにせずにお早
めに町税務課へご相談ください。

地方税の未納縮減に努めています
秋田地方税滞納整理機構

eLTAXで利用できるサービス
■個人町・県民税関係／給与支払報告、給与支払報告・
　特別徴収に係る給与所得者異動届出、普通徴収から特
　別徴収への切替申請、退職所得に係る納入申告および
　特別徴収票・特別徴収税額納入内訳届出、公的年金等
　支払報告　など
■法人町民税関係／中間・確定・修正申告　など
■固定資産税（償却資産）関係／全資産申告、増加資
　産・減少資産申告、修正申告　など

問い合わせ●社団法人地方税電子化協議会
☎0570（081）459　http://www.eltax.jp/

　４月10日から５月31日の春季緑化運動期間にあわ
せて、緑の募金の「家庭募金」と「学校募金」を行い
ます。活動の趣旨にご賛同いただける方は、ご協力を
お願いします。
■募金の活用方法
　皆様から寄せられた募金は、全国的・国際的な活動
への支援や各都道府県における森林整備等の活動支援
に活用されます。

問い合わせ●町農政課　農林整備班　☎0187（84）4908（内線2704）

緑の募金へのご協力をお願いします

■緑の募金とは
　緑の募金は、「緑の募金による森林整備等の推進に関
する法律」に基づき、公益社団法人国土緑化推進機構が
実施主体となって行う募金活動です。各都道府県単位に
設置された緑化推進委員会が年度計画を定めて実施して
おり、美郷町は秋田県緑化推進委員会の正会員として「家
庭募金」と「学校募金」への協力をお願いしています。
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農　政　課

商工観光交流課

生涯学習課

問い合わせ●町農政課　農林整備班　☎0187（84）4908（内線2704）または最寄りの土地改良区まで

モミガラ補助暗渠の施工費用を助成しています
　秋田県では、農家等が行うモミガラ補助暗渠の施
工費用の一部を助成しています。
対象農地●①区画整備済みで暗渠排水（本暗渠）が
　　　　　　整備されている水田
　　　　　②モミガラ補助暗渠を施工した次の年に
　　　　　　大豆や枝豆などの転作ができること
助 成 額●

モミガラ補助
暗渠施工済み 本暗渠のみ

■モミガラ補助暗渠のメリット

業者等へ施工を委託
する場合

作業委託契約額の２／３
(上限17,000円／10ａ)

農業生産法人や農家等
が直営施工する場合 上限13,000円／ 10ａ

・排水不良が改善されます。
・大豆や枝豆の収量アップにつながります。

モミガラ補助
暗渠施工済み 本暗渠のみ

チャレンジデー2013が開催されます
対戦相手は大分県豊後高田市

問い合わせ●町教育委員会　生涯学習課　スポーツ振興班（美郷総合体育館リリオス内）　☎0187（84）4916
美郷町スポーツ振興事業団（トレーニングセンターみさと内）　☎0187（84）0033

問い合わせ●町商工観光交流課　交流・商工班　☎0187（84）4909

美郷町ホームページ

さらに詳細情報提供

情報提供申し込み空き家等情報登録

美郷町空き家情報
登録制度

美郷町空き家等情報登録制度をご利用ください
の情報公開を行っています。空き家等の情報は、随
時募集しています。詳しくは、下記までお問い合わ
せください。

　町では、町内の空き家・空き地の有効活用と定住
促進のため、「美郷町空き家等情報登録制度」によ
る空き家・空き地の情報の登録と、利用者の方々へ ※町では、所有者と利用希

　望者への情報提供は行い
　ますが、賃借･売買のあ
　っせん・仲介は行ってい
　ません。交渉・契約は所
　有者と利用希望者の当事
　者間で行っていただくこ
　とになりますので、ご了
　承ください。情報提供申し込み

　っせん・仲介は行ってい
　ません。交渉・契約は所
　有者と
　者間で行っていただくこ
　とになりますので、ご了
　承ください。空き家等情報登録

空き家・空き地
所有者

空き家・空き地
利用希望者

美郷町ホームページ

さらに詳細情報提供

空き家・空き地

情報公開

　チャレンジデーは、毎年５月の最終水曜日に世界中
で実施されている住民総参加型のスポーツイベントで
す。人口規模が同程度の自治体同士や、交流がある自
治体同士が、午前０時から午後９時までの間に、15分
以上継続して何らかの運動やスポーツを行った住民の
「参加率（％）」を競い合います。
　敗れた場合は、相手自治体の旗を庁舎のメインポー
ルに1週間掲揚して相手の健闘を称えるというユニー
クなルールがあります。

　昨年は全国で121、秋田県内でも18
の自治体が参加し、スポーツを通じて交
流しました。本町においても、住民の健
康づくりを推進するとともに、「いつで
も、どこでも、だれでも」気軽に運動が
できる環境を整えるため、チャレンジデ
ーへの参加を予定しています。
開 催 日●５月29日㈬
対戦相手●大分県豊後高田市
そ の 他●参加方法など詳しくは、
　　　　　町広報紙等でお知らせします。
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千
畑
幼
稚
園
・
保

育
園
幼
児
教
育
班
主
任
技
師
）
小
松
誠
一

【
出
納
室
】

▽
会
計
管
理
者
兼
室
長
（
商
工
観
光
交
流
課
交

流
・
商
工
班
長
）
藤
田
信
晴
▽
出
納
班
主
査

（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班
主

査
）
田
澤
恵
美

【
議
会
事
務
局
】

▽
事
務
局
長
（
建
設
課
長
）
照
井
智
則
▽
庶
務

班
長
兼
議
事
班
長
（
農
政
課
農
業
振
興
班
上
席

主
査
）
高
橋
幸
子

【
農
業
委
員
会
事
務
局
】

▽
庶
務
班
上
席
主
査
（
建
設
課
上
下
水
道
班
上

席
主
査
）
武
藤　

子

【
教
育
総
務
課
】

▽
教
育
総
務
班
長(

併)

税
務
課
滞
納
対
策
班
上

席
主
査
（
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班
主
査
兼
美

郷
町
公
民
館
主
査(

併)

仙
南
出
張
所
主
査
）
半

田
裕
幸
▽
幼
児
総
務
班
長(

併)

税
務
課
滞
納
対

策
班
上
席
主
査
（
総
務
課
管
財
班
主
査
）
佐
藤

剛
▽
教
育
推
進
室
教
育
指
導
班
主
査
（
企
画
財

政
課
企
画
財
政
班
主
査
）
髙
階
真
理
子
▽
教
育

総
務
班
主
査
（
総
務
課
秘
書
広
報
班
主
査
）
西

鳥
羽
博
子
▽
幼
児
総
務
班
主
事
（
新
規
採
用
）

髙
橋
茜
▽
千
畑
小
学
校
上
席
主
任
技
師
（
千
屋

小
学
校
上
席
主
任
技
師
）
伊
藤
利
枝
子
▽
仙
南

小
学
校
上
席
主
任
技
師
（
金
沢
小
学
校
上
席
主

任
技
師
）
谷
口
綾
子
▽
千
畑
小
学
校
主
任
技
師

（
千
屋
小
学
校
主
任
技
師
）
田
口
康
一
▽
仙
南

小
学
校
技
師
（
美
郷
中
学
校
技
師
）
熊
谷
翼

【
千
畑
幼
稚
園・保
育
園
】

▽
幼
児
教
育
班
長
（
仙
南
幼
稚
園
・
保
育
園
幼

児
教
育
班
長
）
佐
々
木
惠
子
▽
幼
児
教
育
班
主

査
（
六
郷
幼
稚
園
・
保
育
園
幼
児
教
育
班
主
査
）

高
橋
浩
美
▽
幼
児
教
育
班
主
任
（
六
郷
幼
稚

園
・
保
育
園
幼
児
教
育
班
主
任
）
鹿
目
由
香
子

【
六
郷
幼
稚
園・保
育
園
】

▽
園
長
（
仙
南
幼
稚
園
・
保
育
園
長
）
佐
藤
廣

子
▽
幼
児
教
育
班
上
席
主
査
（
仙
南
幼
稚
園
・

保
育
園
幼
児
教
育
班
上
席
主
査
）
土
田
千
佳
子

▽
幼
児
教
育
班
主
査
（
仙
南
幼
稚
園
・
保
育
園

幼
児
教
育
班
主
査
）
佐
藤
直
子
▽
幼
児
教
育
班

主
査
（
千
畑
幼
稚
園
・
保
育
園
幼
児
教
育
班
主

査
）
新
田
恵
美
▽
幼
児
教
育
班
主
任
（
仙
南
幼

稚
園
・
保
育
園
幼
児
教
育
班
主
任
）
髙
橋
み
ど

り
▽
幼
児
教
育
班
主
任
（
仙
南
幼
稚
園
・
保
育

園
幼
児
教
育
班
主
任
）
星
山
亜
祐
美
▽
幼
児
教

育
班
上
席
主
任
技
師
（
仙
南
東
小
学
校
上
席
主

任
技
師
）
照
井
美
好

【
仙
南
幼
稚
園・保
育
園
】

▽
園
長
（
千
畑
幼
稚
園
・
保
育
園
幼
児
教
育
班

長
）
佐
々
木
江
美
子
▽
幼
児
教
育
班
長
（
千
畑

幼
稚
園
・
保
育
園
幼
児
教
育
班
上
席
主
査
）

佐
々
木
裕
紀
子
▽
幼
児
教
育
班
上
席
主
査
（
六

郷
幼
稚
園
・
保
育
園
幼
児
教
育
班
上
席
主
査
）

齋
藤
聖
子
▽
幼
児
教
育
班
主
任
（
六
郷
幼
稚

園
・
保
育
園
幼
児
教
育
班
主
任
）
根
本
恵
利
子

【
生
涯
学
習
課
】

▽
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
長
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
主

査
）
佐
藤
秀
勝
▽
社
会
教
育
班
上
席
主
査
（
中

央
ふ
れ
あ
い
館
）
（
福
祉
保
健
課
健
康
対
策
班

上
席
主
査
）
最
上
正
美
▽
歴
史
文
化
財
班
上
席

主
査
兼
学
友
館
上
席
主
査(

併)

六
郷
出
張
所
上

席
主
査
（
社
会
教
育
班
上
席
主
査
兼
美
郷
町
公

民
館
上
席
主
査(

併)

仙
南
出
張
所
上
席
主
査
）

照
井
貞
奈
子
▽
歴
史
文
化
財
班
主
査
兼
学
友
館

主
査(

併)

六
郷
出
張
所
主
査
（
社
会
教
育
班
主

査
兼
美
郷
町
公
民
館
主
査(

併)

仙
南
出
張
所
主

査
）
塙
観
量
▽
歴
史
文
化
財
班
主
査
兼
学
友
館

主
査(

併)

六
郷
出
張
所
主
査
（
福
祉
保
健
課
地

域
包
括
支
援
班
主
査
兼
税
務
課
滞
納
対
策
班
主

査
）
澁
谷
望
▽
社
会
教
育
班
主
査
兼
美
郷
町
公

民
館
主
査(

併)

仙
南
出
張
所
主
査
（
税
務
課
課

税
班
主
査
）
高
橋
奈
弥
▽
社
会
教
育
班
主
査
兼

美
郷
町
公
民
館
主
査(

併)

仙
南
出
張
所
主
査

（
福
祉
保
健
課
医
療
保
険
班
主
査
）
加
藤
美
穂

▽
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
主
事
（
税
務
課
納
税
班
主

事
兼
滞
納
対
策
班
主
事
）
富
樫
一
成
▽
社
会
教

育
班
上
席
主
任
技
師
（
中
央
ふ
れ
あ
い
館
）

（
教
育
総
務
課
仙
南
東
小
学
校
上
席
主
任
技

師
）
髙
橋
裕
規
▽
社
会
教
育
班
上
席
主
任
技
師

（
北
ふ
れ
あ
い
館
）
（
教
育
総
務
課
六
郷
幼
稚

園
・
保
育
園
幼
児
教
育
班
上
席
主
任
技
師
）
高

階
ま
き
子
▽
社
会
教
育
班
上
席
主
任
技
師
兼
美

郷
町
公
民
館
上
席
主
任
技
師
（
教
育
総
務
課
仙

南
西
小
学
校
上
席
主
任
技
師
）
鈴
木
千
都
清

【
退
職
者
】

▽
小
原
正
彦
（
総
務
課
長
）
▽
髙
橋
辰
巳
（
会

計
管
理
者
兼
出
納
室
長
）
▽
稲
川
二
美
子
（
教

育
委
員
会
教
育
総
務
課
六
郷
幼
稚
園
・
保
育
園

長
）
▽
佐
藤
正
巳
（
住
民
生
活
課
戸
籍
年
金
班

長
）
▽
鈴
木　

子
（
議
会
事
務
局
庶
務
班
長
兼

議
事
班
長
）
▽
深
澤
裕
子
（
福
祉
保
健
課
健
康

対
策
班
上
席
主
査
）
▽
大
坂
清
一
（
総
務
課
総

務
班
作
業
長
）
▽
髙
橋
幸
子
（
総
務
課
総
務
班

上
席
主
任
技
師
）
▽
深
澤
耕
作
（
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班
上
席
主
任
技
師
）
▽

矢
尾
崇
（
総
務
課
総
務
班
主
査
）

【
帰
任
】

▽
厚
生
労
働
省
へ
帰
任　

前
田
忠
秋
（
福
祉
保

健
課
長
）
▽
秋
田
県
へ
帰
任　

菅
原
誠
（
住
民

生
活
課
環
境
安
全
班
長
）
▽
秋
田
県
へ
帰
任　

菅
原
克
也
（
福
祉
保
健
課
福
祉
班
長
）
▽
秋
田

お
ば
こ
農
業
協
同
組
合
へ
帰
任　

髙
橋
良
昌

（
農
政
課
農
業
振
興
班
主
査
）

教
育
委
員
会
事
務
局

町
長
部
局
職
員
人
事
異
動
（
４
月
１
日
付
け
）※

（ 

）内
は
前
職
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【
総
務
課
】

▽
課
長
（
企
画
財
政
課
長
）
高
橋
薫
▽
総
務
班

長
兼
秘
書
広
報
班
長
（
企
画
財
政
課
企
画
財
政

班
長
）
小
田
長
光
仁
▽
秘
書
広
報
班
上
席
主
査

（
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
教
育
推
進
室
教
育

指
導
班
上
席
主
査
）
佐
藤
正
子
▽
管
財
班
主
査

（
税
務
課
課
税
班
主
査
）
本
間
忍
▽
総
務
班
作

業
長
（
総
務
班
上
席
主
任
技
師
）
髙
橋
由
男
▽

総
務
班
上
席
主
任
技
師
（
教
育
委
員
会
教
育
総

務
課
千
畑
南
小
学
校
上
席
主
任
技
師
）
戸
澤
ア

イ
子
▽
秋
田
県
町
村
会
派
遣
《
期
間
更
新
》
奥

山
智
佳
等
▽
大
田
区
派
遣
《
期
間
更
新
》
山
田

健
貴
▽
厚
生
労
働
省
派
遣
《
期
間
更
新
》
小
西

優
太
朗

【
企
画
財
政
課
】

▽
課
長
（
総
務
課
総
務
班
長
兼
秘
書
広
報
班

長
）
本
間
和
彦
▽
企
画
財
政
班
長
（
教
育
委
員

会
教
育
総
務
課
教
育
総
務
班
長(

併)

税
務
課
滞

納
対
策
班
上
席
主
査
）
髙
橋
穣
▽
企
画
財
政
班

主
査
（
福
祉
保
健
課
福
祉
班
主
査
）
髙
橋
幸
谷

【
税
務
課
】

▽
課
長
（
議
会
事
務
局
長
）
髙
橋
潔
▽
納
税
班

主
査
兼
滞
納
対
策
班
主
査
（
農
政
課
農
業
振
興

班
主
査
）
髙
橋
茂
▽
課
税
班
主
任
（
出
納
室
出

納
班
主
任
）
髙
塚
友
美
▽
納
税
班
主
任
兼
滞
納

対
策
班
主
任
（
農
政
課
農
業
振
興
班
主
任
）
坂

本
桂
▽
課
税
班
主
任
（
住
民
生
活
課
戸
籍
年
金

班
主
任
）
照
井
千
公

【
住
民
生
活
課
】

▽
課
長
（
税
務
課
長
）
小
原
隆
昇
▽
環
境
安
全

班
長
（
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
幼
児
総
務
班

長(

併)

税
務
課
滞
納
対
策
班
上
席
主
査
）
髙
橋

伊
久
夫
▽
戸
籍
年
金
班
長
（
戸
籍
年
金
班
上
席

主
査
）
杉
澤
知
枝
子
▽
戸
籍
年
金
班
主
査
（
農

業
委
員
会
事
務
局
庶
務
班
主
査
）
佐
藤
貴
子
▽

戸
籍
年
金
班
主
事
（
商
工
観
光
交
流
課
観
光
班

主
事
）
照
井
奈
緒
子

【
福
祉
保
健
課
】

▽
課
長
（
厚
生
労
働
省
）
村
山
太
郎
▽
参
事
兼

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
長
）
高
橋
久
也
▽
福
祉
班

長
（
福
祉
班
主
査
）
高
橋
里
美
▽
地
域
包
括
支

援
班
上
席
主
査
兼
税
務
課
滞
納
対
策
班
上
席
主

査
（
地
域
包
括
支
援
班
上
席
主
査
）
菊
田
長
悦

▽
医
療
保
険
班
主
査
（
教
育
委
員
会
教
育
総
務

課
総
務
班
主
査
）
九
島
圭
子
▽
健
康
対
策
班
主

査
（
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
幼
児
総
務
班
主

査
）
佐
藤
純
子
▽
福
祉
班
主
任
（
税
務
課
課
税

班
主
任
）
福
田
由
徳
▽
福
祉
班
主
任
（
秋
田
県

派
遣
）
継
田
裕
康
▽
福
祉
班
主
任
（
美
郷
町
ス

ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
派
遣
）
川
原
卓
▽
地
域
包

括
支
援
班
主
事
（
新
規
採
用
）
佐
藤
博
美
▽
大

曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
介
護
保
険
事
務
所

派
遣
《
期
間
更
新
》
高
橋
和
大

【
農
政
課
】

▽
農
業
振
興
班
上
席
主
査
（
企
画
財
政
課
企
画

財
政
班
上
席
主
査
）
飛
澤
史
子
▽
農
業
振
興
班

主
査
（
建
設
課
建
設
管
理
班
主
査
）
中
田
裕
克

▽
農
業
振
興
班
主
査
（
秋
田
お
ば
こ
農
業
協
同

組
合
派
遣
）
髙
階
泰
充
▽
農
業
振
興
班
主
査

（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
歴
史
文
化
財
班
主

査
兼
学
友
館
主
査(

併)

六
郷
出
張
所
主
査
）
山

形
博
康
▽
農
業
振
興
班
主
事
（
新
規
採
用
）
高

橋
裕
大

【
商
工
観
光
交
流
課
】

▽
交
流
・
商
工
班
長
（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
歴
史
文
化
財
班
上
席
主
査
兼
学
友
館
上
席
主

査(

併)

六
郷
出
張
所
上
席
主
査
）
大
澤
修
▽
観

光
班
主
任
（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
歴
史
文

化
財
班
主
任
兼
学
友
館
主
任(

併)

六
郷
出
張
所

主
任
）
高
橋
幸
惠
▽
美
郷
温
泉
振
興
株
式
会
社

派
遣
《
期
間
更
新
》
池
田
茂
碁
▽
美
郷
町
観
光

協
会
派
遣
《
期
間
更
新
》
煙
山
光
成

【
建
設
課
】

▽
課
長
（
住
民
生
活
課
長
）
鈴
木　

▽
建
設
管

理
班
主
査
（
建
設
管
理
班
主
査
兼
税
務
課
滞
納

対
策
班
主
査
）
髙
橋
専
紀
治
▽
建
設
管
理
班
主

査
（
税
務
課
納
税
班
主
査
兼
滞
納
対
策
班
主

査
）
鈴
木
淳
▽
建
設
管
理
班
主
査
兼
税
務
課
滞

納
対
策
班
主
査
（
建
設
管
理
班
主
査
）
佐
々
木

一
典
▽
上
下
水
道
班
主
任
（
福
祉
保
健
課
福
祉

班
主
任
）
山
形
育
子
▽
建
設
管
理
班
主
任
技
師

（
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
千
畑
幼
稚
園
・
保

育
園
幼
児
教
育
班
主
任
技
師
）
小
松
誠
一

【
出
納
室
】

▽
会
計
管
理
者
兼
室
長
（
商
工
観
光
交
流
課
交

流
・
商
工
班
長
）
藤
田
信
晴
▽
出
納
班
主
査

（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班
主

査
）
田
澤
恵
美

【
議
会
事
務
局
】

▽
事
務
局
長
（
建
設
課
長
）
照
井
智
則
▽
庶
務

班
長
兼
議
事
班
長
（
農
政
課
農
業
振
興
班
上
席

主
査
）
高
橋
幸
子

【
農
業
委
員
会
事
務
局
】

▽
庶
務
班
上
席
主
査
（
建
設
課
上
下
水
道
班
上

席
主
査
）
武
藤　

子

【
教
育
総
務
課
】

▽
教
育
総
務
班
長(

併)

税
務
課
滞
納
対
策
班
上

席
主
査
（
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班
主
査
兼
美

郷
町
公
民
館
主
査(

併)

仙
南
出
張
所
主
査
）
半

田
裕
幸
▽
幼
児
総
務
班
長(

併)

税
務
課
滞
納
対

策
班
上
席
主
査
（
総
務
課
管
財
班
主
査
）
佐
藤

剛
▽
教
育
推
進
室
教
育
指
導
班
主
査
（
企
画
財

政
課
企
画
財
政
班
主
査
）
髙
階
真
理
子
▽
教
育

総
務
班
主
査
（
総
務
課
秘
書
広
報
班
主
査
）
西

鳥
羽
博
子
▽
幼
児
総
務
班
主
事
（
新
規
採
用
）

髙
橋
茜
▽
千
畑
小
学
校
上
席
主
任
技
師
（
千
屋

小
学
校
上
席
主
任
技
師
）
伊
藤
利
枝
子
▽
仙
南

小
学
校
上
席
主
任
技
師
（
金
沢
小
学
校
上
席
主

任
技
師
）
谷
口
綾
子
▽
千
畑
小
学
校
主
任
技
師

（
千
屋
小
学
校
主
任
技
師
）
田
口
康
一
▽
仙
南

小
学
校
技
師
（
美
郷
中
学
校
技
師
）
熊
谷
翼

【
千
畑
幼
稚
園・保
育
園
】

▽
幼
児
教
育
班
長
（
仙
南
幼
稚
園
・
保
育
園
幼

児
教
育
班
長
）
佐
々
木
惠
子
▽
幼
児
教
育
班
主

査
（
六
郷
幼
稚
園
・
保
育
園
幼
児
教
育
班
主
査
）

高
橋
浩
美
▽
幼
児
教
育
班
主
任
（
六
郷
幼
稚

園
・
保
育
園
幼
児
教
育
班
主
任
）
鹿
目
由
香
子

【
六
郷
幼
稚
園・保
育
園
】

▽
園
長
（
仙
南
幼
稚
園
・
保
育
園
長
）
佐
藤
廣

子
▽
幼
児
教
育
班
上
席
主
査
（
仙
南
幼
稚
園
・

保
育
園
幼
児
教
育
班
上
席
主
査
）
土
田
千
佳
子

▽
幼
児
教
育
班
主
査
（
仙
南
幼
稚
園
・
保
育
園

幼
児
教
育
班
主
査
）
佐
藤
直
子
▽
幼
児
教
育
班

主
査
（
千
畑
幼
稚
園
・
保
育
園
幼
児
教
育
班
主

査
）
新
田
恵
美
▽
幼
児
教
育
班
主
任
（
仙
南
幼

稚
園
・
保
育
園
幼
児
教
育
班
主
任
）
髙
橋
み
ど

り
▽
幼
児
教
育
班
主
任
（
仙
南
幼
稚
園
・
保
育

園
幼
児
教
育
班
主
任
）
星
山
亜
祐
美
▽
幼
児
教

育
班
上
席
主
任
技
師
（
仙
南
東
小
学
校
上
席
主

任
技
師
）
照
井
美
好

【
仙
南
幼
稚
園・保
育
園
】

▽
園
長
（
千
畑
幼
稚
園
・
保
育
園
幼
児
教
育
班

長
）
佐
々
木
江
美
子
▽
幼
児
教
育
班
長
（
千
畑

幼
稚
園
・
保
育
園
幼
児
教
育
班
上
席
主
査
）

佐
々
木
裕
紀
子
▽
幼
児
教
育
班
上
席
主
査
（
六

郷
幼
稚
園
・
保
育
園
幼
児
教
育
班
上
席
主
査
）

齋
藤
聖
子
▽
幼
児
教
育
班
主
任
（
六
郷
幼
稚

園
・
保
育
園
幼
児
教
育
班
主
任
）
根
本
恵
利
子

【
生
涯
学
習
課
】

▽
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
長
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
主

査
）
佐
藤
秀
勝
▽
社
会
教
育
班
上
席
主
査
（
中

央
ふ
れ
あ
い
館
）
（
福
祉
保
健
課
健
康
対
策
班

上
席
主
査
）
最
上
正
美
▽
歴
史
文
化
財
班
上
席

主
査
兼
学
友
館
上
席
主
査(

併)

六
郷
出
張
所
上

席
主
査
（
社
会
教
育
班
上
席
主
査
兼
美
郷
町
公

民
館
上
席
主
査(

併)

仙
南
出
張
所
上
席
主
査
）

照
井
貞
奈
子
▽
歴
史
文
化
財
班
主
査
兼
学
友
館

主
査(

併)

六
郷
出
張
所
主
査
（
社
会
教
育
班
主

査
兼
美
郷
町
公
民
館
主
査(

併)

仙
南
出
張
所
主

査
）
塙
観
量
▽
歴
史
文
化
財
班
主
査
兼
学
友
館

主
査(

併)

六
郷
出
張
所
主
査
（
福
祉
保
健
課
地

域
包
括
支
援
班
主
査
兼
税
務
課
滞
納
対
策
班
主

査
）
澁
谷
望
▽
社
会
教
育
班
主
査
兼
美
郷
町
公

民
館
主
査(

併)

仙
南
出
張
所
主
査
（
税
務
課
課

税
班
主
査
）
高
橋
奈
弥
▽
社
会
教
育
班
主
査
兼

美
郷
町
公
民
館
主
査(

併)

仙
南
出
張
所
主
査

（
福
祉
保
健
課
医
療
保
険
班
主
査
）
加
藤
美
穂

▽
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
主
事
（
税
務
課
納
税
班
主

事
兼
滞
納
対
策
班
主
事
）
富
樫
一
成
▽
社
会
教

育
班
上
席
主
任
技
師
（
中
央
ふ
れ
あ
い
館
）

（
教
育
総
務
課
仙
南
東
小
学
校
上
席
主
任
技

師
）
髙
橋
裕
規
▽
社
会
教
育
班
上
席
主
任
技
師

（
北
ふ
れ
あ
い
館
）
（
教
育
総
務
課
六
郷
幼
稚

園
・
保
育
園
幼
児
教
育
班
上
席
主
任
技
師
）
高

階
ま
き
子
▽
社
会
教
育
班
上
席
主
任
技
師
兼
美

郷
町
公
民
館
上
席
主
任
技
師
（
教
育
総
務
課
仙

南
西
小
学
校
上
席
主
任
技
師
）
鈴
木
千
都
清

【
退
職
者
】

▽
小
原
正
彦
（
総
務
課
長
）
▽
髙
橋
辰
巳
（
会

計
管
理
者
兼
出
納
室
長
）
▽
稲
川
二
美
子
（
教

育
委
員
会
教
育
総
務
課
六
郷
幼
稚
園
・
保
育
園

長
）
▽
佐
藤
正
巳
（
住
民
生
活
課
戸
籍
年
金
班

長
）
▽
鈴
木　

子
（
議
会
事
務
局
庶
務
班
長
兼

議
事
班
長
）
▽
深
澤
裕
子
（
福
祉
保
健
課
健
康

対
策
班
上
席
主
査
）
▽
大
坂
清
一
（
総
務
課
総

務
班
作
業
長
）
▽
髙
橋
幸
子
（
総
務
課
総
務
班

上
席
主
任
技
師
）
▽
深
澤
耕
作
（
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班
上
席
主
任
技
師
）
▽

矢
尾
崇
（
総
務
課
総
務
班
主
査
）

【
帰
任
】

▽
厚
生
労
働
省
へ
帰
任　

前
田
忠
秋
（
福
祉
保

健
課
長
）
▽
秋
田
県
へ
帰
任　

菅
原
誠
（
住
民

生
活
課
環
境
安
全
班
長
）
▽
秋
田
県
へ
帰
任　

菅
原
克
也
（
福
祉
保
健
課
福
祉
班
長
）
▽
秋
田

お
ば
こ
農
業
協
同
組
合
へ
帰
任　

髙
橋
良
昌

（
農
政
課
農
業
振
興
班
主
査
）

高　橋　裕　大
農政課

農業振興班主事

髙　橋　　　茜
教育総務課
幼児総務班主事

村　山　太　郎
福祉保健課長
（厚生労働省）

佐　藤　博　美
福祉保健課

地域包括支援班主事
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町教育委員会　生涯学習課
社会教育班　☎0187（84）4915問い合わせ

生涯学習講座

響きあい
共に育つ
「人づくり」

響きあい
共に育つ
「人づくり

ま
な
び

生涯学習講座

ま
な
び

ま
な
び

ま
な
び

〜
生
涯
学
習
の
ま
ど
〜

生涯学習
マスコット
マナビィ

　町では、皆さんの生涯学習が充実したものとなるよう、各
種生涯学習講座を開催しています。生涯学習講座として２年
間学習したあとは講座ごとに自主サークルとして活動するこ
とをおすすめしており、これまで町が開催してきた「男の料
理講座」「デジカメ講座」の二つの講座が、平成25年度よ
り自主サークルとして活動することになりました。
　４月の広報お知らせ版と一緒に「平成25年度版生涯学習
情報ガイド」を配布します。「お洒落なランチタイム講座」
「トータルビューティー講座」「心と体のリラクゼーション
講座」を引き続き開催するほか、新しい講座も目白押しです。
今年度も充実した講座となるよう計画していきますので、ぜ
ひご参加ください。

土日祝日も夜7時まで
利用できます!

7
六郷、仙南出張所

●転入届　●転出届　●転居届
●世帯主変更届

※土日祝日または夜間にあたる場合は、役場日直
　または宿直に届出してください。

※役場住民生活課に届出してください。

住所に関する届出

●登録　●改印　●廃印　●登録証の再発行
印鑑の登録に関する届出

●出生届　●婚姻届　●入籍届
●離婚届　●転籍届　●養子縁組届 など

戸籍に関する届出

次の届出は出張所では
取り扱っていません

月
8

月月　　
1

月
22

火月月
15

●戸籍関係証明書
　（戸籍抄本・戸籍謄本など）
●住民票　　　　●印鑑証明書
●所得証明書　　●課税証明書
●非課税証明書　●納税証明書
●軽自動車税納税証明書
●土地建物その他の証明
　（資産証明書等）
●身分証明書　　●合併証明書

●町税の収納
●町営住宅使用料の収納
●保育料の収納
●上下水道使用料の収納

●死亡届・死産届の受理
●埋火葬に関する手続き
●町税や各種使用料の
　納付書の再発行
●国民健康保険証等の再発行
●各課への文書等の取次ぎ

出張所ではこのような
業務を行っています
右記の
証明書の
発行

その他

税や
使用料の
収納

☎ 0187（84）4904
☎ 0187（84）4040
FAX 0187（84）3763

六郷出張所
（美郷町学友館）

☎ 0187（84）4915
☎ 0187（83）2280
FAX 0187（83）2451

仙南出張所
（美郷町公民館）

出張所の業務時間／8：30～19：00
出張所の休業日／毎週月曜日

（国民の祝日にあたる場合は翌日）、
12月29日から翌年１月３日

４月の休業日は

30

◀心と体のリラクゼーション
　講座

◀お洒落なランチタイム講座

平成24年度
講座の様子

　生涯学習活動に参加している方々の情報交換の場
として、交流会を開催します。
内容●春の院展（アトリオン）観賞　ほか
期日●４月25日㈭
費用●入場料として1,000円程度（昼食代は各自）
定員●25名　※定員になり次第、締め切ります。

生涯学習サークル交流会を開催します

◀お洒落なランチタイム講座

▲トータルビューティー講座

◀お洒落なランチタイム講座◀お洒落なランチタイム講座

トータルビューテ 講座

広報美郷
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介護保険事務所　保険指導班　☎0187（86）3911
美郷町役場　福祉保健課　地域包括支援班　☎0187（84）4907問い合わせ

町住民生活課　戸籍年金班　　☎0187（84）4903（内線1405）
大曲年金事務所　国民年金課　☎0187（63）2295問い合わせ

介護保険料の特別徴収（年金から天引き）
されているみなさんへ

平成25年度介護保険料の特別徴収が４月支給の年金から開始されます

介護保険事務所からのお知らせ

国民年金からのお知らせ
平成２５年度の国民年金保険料は

月額15,040円です
いろいろあります！国民年金保険料の納め方
■口座振替なら割引があり、お得です
　月々の保険料の口座振替日は翌月末ですが、早
割（当月末日振替）をお申し出いただくと、１カ
月あたり50円、年間で600円の割引になります。
■納付書（現金）で納付
　納付書は日本年金機構から送付されます。銀行、
郵便局、農協、信用金庫、コンビニエンスストア
等で納めることができます。
　前納すると保険料が割引されてお得です。１年
度分の前納は3,200円、６カ月分の前納は730円
（年２回で1,460円）の割引になります。前納用の
納付書は「納付案内書」に綴られています。

■クレジットカードで納付
　事前に申し込みが必要です。申し込み後はクレ
ジットカード会社が継続的に立替納付を行います。
カードを提示し、直接納付する方法ではありません。
■電子納付
　金融機関とインターネットバンキングの契約が
必要になりますので、ご利用の金融機関へお問い
合わせください。

■特別徴収とは…
　年金の定期支払（年６回）の際、年金から介護保険
料があらかじめ天引きされます。これを「特別徴収」
といいます。平成25年度介護保険料の特別徴収を４
月支給分の年金から開始します。４月・６月・８月を
仮徴収、10月・12月・２月を本徴収といいます。
■仮徴収とは…
　介護保険料は、住民税の課税状況などによってその
年度に納める金額が決まります。住民税は６月に決定
するため、介護保険料の年額の確定は７月になります。
そのため、７月に保険料が決まるまでの間は確定保険
料での徴収ができません。前年度の年額をもとにした
仮の保険料での徴収となり、このことを仮徴収といい
ます。４月は２月と同じ額が天引きされます。

　４月から新規に天引きが始まる方と６月
以降の天引き額が変更になる方には、４月
10日頃より通知を郵送します。天引き額
が変わらない方と年金から天引きされてい
ない方には７月にお知らせします。

　保険料の納付が困難な方には保険料免除制度が
あります。未納のままにせず、お早めに相談・手
続きをお願いします。

大曲仙北広域市町村圏組合では、
ホームページ「OS介護ネット」を通じて、
介護保険の情報を公開しています。

ぜひご覧ください。

http://www.oskaigonet.or.jp/
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子育て支援の催し子育て支援の催し
みんな集まれ！

4月 なかよし園 ☎0187（85）3115
わくわく園 ☎0187（84）0023
すこやか園 ☎0187（83）2100

問い合わせ

事　業　名 対　象　・　内　容 期　日 場　所 時　間

なかよし園開放

あそびにおいで
10：00～12：00わくわく園

（六郷幼稚園・保育園）

子育て相談

子育て相談室開放

わんぱく（ママさん）広場

おばあちゃん広場

すこやか園
（仙南幼稚園・保育園） 9：30～11：30

子育て広場「ひだまり」

ひまわり広場
なかよし園

（千畑幼稚園・保育園） 9：30～11：30

毎週月～金曜日（平日のみ）

毎週月～金曜日（平日のみ）

毎週月～金曜日（平日のみ）

4月19日（金）

4月26日（金）

4月22日（月）

4月24日（水）

4月26日（金）

4月17日（水）

4月24日（水）

5月から毎月第2水曜日
5月から毎月第4水曜日

子育て支援・自由遊び

はじめましての会

お誕生会

子育て相談

はじめまして！「よろしくね」

親子で触れあって遊ぼう

４月生まれのお誕生会

子育て相談・自由遊び

平成25年度「はじめまして よろしくね！」

4月生まれのお誕生会

4月はお休みになります。
5月からの開催をお楽しみに！

申し込み・問い合わせ●町福祉保健課　福祉班　☎0187（84）4907（内線1505）
　　　　　　　　　　　　　 もとだて児童館　☎0187（84）1004

小学生を対象に集団生活の場を提供し、健全な遊びを通して協調性と社会性を身につけ、
心身ともに健やかな子どもの育成を目指して活動しています。

毎月発行『もとだて児童館だより』…月初めに、学校を通して配布しています。

申し込み
自由にあそぼう！10：00～15：0013日（土） 不要

入学・進級おめでとう会10：00～15：0020日（土） 必要

事業内容時　間日にち
4月の
開館

2月　児童館の様子

2/9 バルーンアートを作ろう

「みさぽーたー」のShibuさんから、プードルやウサギ、剣な
どのバルーンアートの作り方を教えてもらったよ！ふうせんを
割らないように作成中は真剣そのもの。作品が完成すると、み
んな笑顔でポーズを決めてくれました。
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文
芸
美
郷

　作品には読み仮名を振っていただき、応募される方のお名前、住所、電話番号を明記
のうえ、4月12日㈮までご応募ください。応募は1点とし、応募者多数の場合は掲載で
きないことがあります。内容が広報掲載上好ましくない作品については掲載しません。
応募先●役場総務課、六郷出張所、仙南出張所
　　　　町のメール　info@town.misato.akita.jp

　作品には読み仮名を　作品には読み仮名を振っていただき、応募される方のお名前、住所、電話番号を明記
作品を募集します（短歌、俳句、川柳、イラストなど）

問い合わせ●学友館　☎0187（84）4040問い合わせ●学友館　☎0187（84）4040
学友館から新刊図書のご案内学友館から新刊図書のご案内

僕ら地域おこし協力隊
これでスッキリ花粉症がみるみるよくなる６２の対策

基礎からわかる最新漢方薬入門
これが正解！ひとり暮らしスタートブック
日本の地下水が危ない
わくわく大相撲ガイド
田辺聖子の古典まんだら　続
女子会川柳
楠の木の下で
５５歳からのハローライフ

矢崎　栄司（編著）

福田　千晶（監修）
関水　康彰（著）
主婦の友社（編）
橋本　淳司（著）

日本相撲協会（監修）
田辺　聖子（著）

シティリビング編集部（編）
大沢　周平（著）
村上　龍（著）

がんばらなくていい！子どもを伸ばせる
親のちょっとした習慣
福島原発と被曝労働
受いれる

若松　亜紀（著）
石丸　小四郎（著）
加島　祥造（著）

１３歳からの拉致問題
南極大陸のふしぎ
よくわかる電気のしくみ
食べられたがる果物のヒミツ
みどりのスキップ

蓮池　透（著）
武田　康男（著）
伊藤　尚未（著）
盛口　満（文・絵）
安房　直子（作）

アリゲール　 デパートではたらく
しゃもじいさん
かあさんのこもりうた
キャベツがたべたいのです
あんよ　あんよ

植垣　歩子（作）
かとう　まふみ（作）
こんの　ひとみ（作）

シゲタ　サヤカ（作・絵）
中川　ひろたか（文）

坂本 和子さん（六郷）
「ガーベラ」
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問

問

問

問

美郷交番からの
お知らせ

住宅リフォームなどをお考えの皆さんへ　　
「あきた安全安心住まい推進事業」をご活用ください　

　技能検定は、職業能力開発促進法に基づき労働者が有
する技能を一定の基準で検定し、これを公証する国家検
定制度です。
　平成25年度技能検定の実施日程は次のとおりです。
検定職種等の詳細については受験案内をご覧ください。
　

■技能検定実施日

　 秋田県雇用労働政策課　　☎018（860）2321
　 秋田県職業能力開発協会　☎018（862）3510

業務内容●堆肥の製造、販売、配達
雇用期間●４月中旬～５月31日㈮
就業時間●午前８時～午後５時、週４～５日勤務
時　　給●750円～800円（資格等に応じて）
資 格 等●フォークリフト、車両系建設機械のいずれか
　　　　　の資格を所有していること
募集人数●若干名
申込方法●応募はハローワークを通じて行ってください。
　　　　　ハローワーク大曲　☎0187（63）0335
申込期限●４月８日㈪
　 株式会社美郷の大地　☎0187（85）2121

　秋田県では住宅の建設やリフォーム等をされる方に対
して、次の事業により工事費などの一部を補助します。
対象者および対象住宅等の詳細については、下記または
最寄りの地域振興局までお問い合わせください。
【助成制度】
①住宅リフォーム推進事業
②住宅用太陽光発電システム普及支援事業
③家庭用高効率給湯器等買換支援事業
④「秋田スギの家」普及促進事業
　 秋田県建築住宅課　☎018（860）2561

　機械設備点検のため、次の日程で臨時休館となります。

　 美郷温泉振興株式会社　☎0187（84）4428
　 町教育委員会　生涯学習課　スポーツ振興班
　 ☎0187（84）4916

問い合わせ

大仙警察署
美 郷 交 番
美郷北駐在所
美郷南駐在所

☎0187（63）3355
☎0187（84）2004
☎0187（85）3110
☎0187（82）1100

春の全国交通安全運動
４月６日（土）～４月15日（月）

●夏の交通安全運動　  ８月１日㈭～８月10日㈯
●秋の交通安全運動　  ９月21日㈯～９月30日㈪
●年末の交通安全運動 12月11日㈬～12月20日㈮

　毎年、多くの人が交通事故により死傷しており、記
録の残る昭和43年以降、全国で交通事故による死亡
者数ゼロを達成した日はありません。「交通事故死ゼ
ロを目指す日」を契機として、家庭やそれぞれの地域、
職場・学校などにおいて、交通ルールの遵守と交通マ
ナーの実践について再確認し、住民総ぐるみで交通事
故の防止に努めましょう。

●自転車の安全利用の推進
　自転車の交通ルールやマナーを守りましょう。
●シートベルトとチャイルドシートの着用の徹底
　全ての座席でシートベルトとチャイルドシートを正
しく着用しましょう。
●飲酒運転の根絶
　地域や職場、家庭において、
「飲酒運転は絶対にしない・
させない運動」を推進しまし
ょう。
●横断歩行者の交通事故防止
　横断歩道では歩行者の通行
を優先させましょう。

平成25年度技能検定（国家試験）のお知らせ　

美郷町堆肥センター　臨時職員を募集します

臨時休館のお知らせ

実技
試験

学科
試験

問題公表●５月29日㈬
実 施 日●６月５日㈬～９月10日㈫の間の、当協会が
　　　　　指定する日

７月21日㈰、８月25日㈰、９月１日㈰、９月８日㈰

受験案内配布・申請受付窓口

秋田県職業能力開発協会
（秋田市向浜一丁目２－１）
大曲地域職業訓練センター
（大仙市大曲田町３－１）
※または各技能センター等

申請受付期間

４月８日㈪～19日㈮
（平日のみ）

平成２５年中のその他の交通安全運動

運 動 の 重 点

運 動 の 基 本
「子どもと高齢者の交通事故防止」

施設名
千畑温泉サン・アール

臨時休館日
４月15日㈪～４月17日㈬

サン・スポーツランド千畑プール ４月15日㈪～４月18日㈭

広報美郷
2013.4 36



月　　収
（税引き前）

お勤めの方ご本人負担
健康保険料

月額　10,020円20万円
介護保険料

月額　約1,550円

問

問

問

健康保険料
月額　10,020円20万円

介護保険料
月額　約1,550円

問

問

問問

問

問

 秋田県では、不要になった絵本やご家庭で眠っている
絵本を回収し、希望のあった幼稚園・保育園などに配布
する「スギッチ リサイクル文庫」事業を行っています。
皆様のご協力をお願いします。
回収する本●乳幼児向け・小学校低学年向けの絵本で、
　　　　　　傷みが少なく再利用に十分耐えられるもの
回収方法●県立・市町村立図書館へお持ちください。
　　　　　　※美郷町内では、美郷町学友館で回収して
　　　　　　　います。
　 秋田県企画振興部　総合政策課　☎018（862）5200

　「ふれあいサロン」とは、地域の集落会館等を会場に、
地域の方に仲間づくりをしながら、楽しく過ごしていた
だくための活動です。お茶会や健康づくりなど、地域に
合わせた多種多様な活動を楽しむことができます。
　当協議会では、高齢者の生きがいづくりや孤立感の解
消等を目的に、ふれあいサロンを実施している地域に対
して助成しています。詳しくは下記までお問い合わせく
ださい。（受付は６月末まで）
　 美郷町社会福祉協議会　地域福祉班
 　☎0187（85）2294

　全国健康保険協会（協会けんぽ）は、主に中小企業に
お勤めの従業員とそのご家族約が加入する健康保険です。
平成25年度の健康保険料率は10.02％、40歳から64歳
までの方に対する介護保険料率は1.55％と据え置きと
なり、前年度と変更ありません。
■月収20万円（税引き前）の方の例

※任意継続被保険者の方は、事業主負担分も加わります。
　 全国健康保険協会（協会けんぽ）秋田支部
 　☎018（883）1841

　受験資格や申込方法等の詳しい内容については、人事
院ホームページをご覧いただくか下記までお問い合せく
ださい。
 　人事院東北事務局　第二課　試験係
 　☎022（221）2022　http://www.jinji.go.jp/saiyo.htm

申込方法●４月22日より町福祉保健課にて要綱や申込
　　　　　関係書類を配布するほか、当協会のホームペ
　　　　　ージにもアップロードします。内容をご確認
　　　　　のうえお申し込みください。
申込期限●５月31日㈮
　 一般社団法人秋田県障害者スポーツ協会
 　☎018（864）2750　http://www.akita-sports.jp/

　国際青少年研修協会では、お互いの理解や交流を深め、
国際性を養うことを目的に、夏休み海外派遣を行います。
詳しくはホームページをご覧いただくか、下記までお問
い合わせください。
対 象 者●小学３年生～高校３年生
日　　程●７月25日㈭～８月13日㈫
参 加 費●228,000円～578,000円（共通経費は別途）
申込期限●６月３日㈪および６月10日㈪
　　　　　※対象者、日程、参加費、申込期限が派遣先
　　　　　　により異なります。
派 遣 先●アメリカ、イギリス、オーストラリア、
　　　　　カナダ、サイパン、カンボジア、フィジー
内　　容●ホームステイ、ボランティア、文化交流、
　　　　　学校体験、英語研修など
【説明会】
日　　時●５月12日㈰　午前10時～午前11時30分
場　　所●フォレスト仙台（宮城県仙台市）
そ の 他●予約不要、入場無料です。
　 財団法人国際青少年研修協会
　 ☎03（6459）4661　http://www.kskk.or.jp

　厚生労働省では、旧主要戦域等において戦没者を慰霊
するため、遺族を対象とした慰霊巡拝を実施しています。
平成25年度は次の地域で実施予定です。参加を希望さ
れる方は下記までお問い合わせください。
【慰霊巡拝実施地域】
旧ソ連、中国、硫黄島、東部ニューギニア、フィリピン、
インドネシア、ミャンマー　ほか
 　秋田県健康福祉部　福祉政策課　保護・援護班
　 ☎018（860）1319

不要になった絵本はありませんか
「スギッチ リサイクル文庫」のお知らせ

小学生～高校生のための　　　　　　　　　　　 
夏休み海外派遣参加者を募集しています

美郷町社会福祉協議会　　　　　　　　　　　 
「ふれあいサロン」を開催してみませんか　

全国健康保険協会（協会けんぽ）               　　　   
平成25年度保険料率は前年度据え置きとなります

平成25年度 慰霊巡拝のお知らせ　

国家公務員採用試験のお知らせ　

一般試験
（大学卒業程度試験）

受付時間
インターネット 4月9日㈫～4月18日㈭

郵送または持参 4月8日㈪までに
お問い合わせください

一般試験
（高校卒業者試験）

インターネット 6月24日(月)～7月3日㈬
郵送または持参 6月24日㈪～6月28日㈮

試験名

会　場大会期日 競技名
秋田市八橋運動公園

秋田市八橋運動公園
秋田県立総合プール
秋田市立体育館

秋田県勤労者身体
障害者スポーツセンター８月31日㈯

９月７日㈯
秋田県心身障害者
総合福祉センター
ボウルジャンボ秋田

秋田市立体育館

陸上競技

フライングディスク
水泳
一般卓球

アーチェリー

サウンドテーブル
テニス
ボウリング
バレーボール
（精神障害）

一般社団法人秋田県障害者スポーツ協会
第11回秋田県障害者スポーツ大会の参加者を募集します
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みさぽーとプレス
美郷町住民活動センター「みさぽーと」からのお知らせ

問い合わせ／美郷町住民活動センター「みさぽーと」　☎0187（84）4922

住民活動センター「みさぽーと」では、 町民の皆さんの市民活動やボランティア活動のお手伝いをしています。
※「みさぽーと」とは、「みさと（美郷）」＋「サポート（支援）」＋「ポート（拠点）」という意味を持っています。

　２月から３月にかけて、町立こども園各園で年
長児を対象にした「お茶会」が行われ、それぞれ
の地域の「みさぽーたー」が園児たちのために美

味しいお茶を点ててくれました。園児たちは、正
座して丁寧におじぎをするなど少し緊張しながら
も茶道の雰囲気を味わっているようでした。

第４回みさぽーと講座
「通園・通学バッグ手作り講座」開催しました！

第４回みさぽーと講座
「通園・通学バッグ手作り講座」開催しました！

こども園各園で「お茶会」が開催されました！

　２月26日から28日までの３日間、「通園・通学バ
ッグ手作り講座」を開催しました。この講座は、４
月に入園や入学を控えたお子さん、お孫さんがいる
方を対象に毎年開催しています。今回も裁縫が得意
な「みさぽーたー」にアドバイザーとして協力して
もらったところ、参加者からは「頼もしい先生のお
かげで完成できて嬉しい」という声が聞かれまし
た。参加者の皆さん、３日間ご協力いただいた「み
さぽーたー」の皆さん、ありがとうございました！

千畑南小学校閉校記念式典に「みさぽーたー」が参加しました！千畑南小学校閉校記念式典に「みさぽーたー」が参加しました！
　３月３日に行われた千畑南小学校閉校記念式典に、「町
民歌」のピアノ伴奏者として「みさぽーたー」が参加しま
した。式典当日に向けた練習時から千畑南小に足を運び、
子どもたちの歌の練習にも伴奏を付けてくれました。
　また、校舎の廊下に桜の枝を飾り付けて作られた
『桜ロード』。桜の枝を活けるための花瓶は、折り紙
が得意な「みさぽーたー」が教職員に作り方を教えて
一緒に製作したものです。ご協力いただいた「みさぽ
ーたー」の皆さん、ありがとうございました！
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診察日 当　番　医 電話番号
（0187）

４/

５/

㈰
㈰
㈰
㈰
㈰

7
14
21
28
5

65-2238
69-2828
62-8264
63-0027
54-2747

高橋歯科医院（大仙市角間川町）
仙北歯科医院（大仙市福田町）
岩田歯科医院（大仙市四ツ屋）
船木歯科医院（大仙市大曲中通町）
さくら歯科医院（仙北市角館町）

診察日 当　番　医 電話番号
（0187）

４/ ㈰
㈰
㈰
㈰
㈪
㈮
㈯
㈰
㈪

7
14
21
28
29
3
4
5
6

63-2131
63-2111
63-2111
63-2131
63-2111
63-2111
63-2131
63-2111
63-2111

大曲中通病院
仙北組合総合病院　 整形
仙北組合総合病院 　外科
大曲中通病院
仙北組合総合病院　 整形
仙北組合総合病院　 外科
大曲中通病院
仙北組合総合病院 　整形
仙北組合総合病院 　外科

診療場所
診療科目
診療時間
電話番号

仙北組合総合病院
内科・小児科
午前９時～午後３時
0187-63-2111

　平成25年3月生まれの赤ちゃんの写真（１枚）の裏面に赤
ちゃんのお名前と生年月日、ご両親のお名前、住所、電話番
号を記入し、メッセージ（30字程度）を添えて4月12日㈮ま
でご応募ください。
応募先●町総務課、六郷出張所、仙南出張所

渡邉眞子 ちゃん
ま　こ

「元気に生まれてきてくれ
てありがとう。すくすく大
きくなってね。」

美郷の赤ちゃんを募集します

美郷の
赤ちゃん

（東高方町／
 浩二さん、佳子さん）

電話番号

歯科休日当番医 診察時間●午前９時～正午

診療場所 仙北組合総合病院

休日救急医療連携事業 日曜日・祝日および年末年始

診察日 当　番　医 電話番号

在宅外科当番医 診察時間●午前10時～午後４時

平成25年2月末現在
（　）内は前月比
平成25年2月末現在
人のうごきうごき
美郷町 （－12）

（－13）
（－25）
（－11）

人　口
男
女
世帯数

21,568人
10,175人
11,393人
6,749世帯

戸籍の窓

赤ちゃん お父さん・お母さん 行政区

新郎・新婦 行政区等 新郎・新婦 行政区等

亡くなった方 年齢 行政区 亡くなった方 年齢 行政区

2月届出順

※広報に掲載してほしくない場合は、届け出の時にお申し出ください。

すこやかに

やすらかに

おしあわせに　

広報美郷
2013.439



発行/美郷町役場　編集/総務課 秘書広報班
〒019-1541　秋田県仙北郡美郷町土崎字上野乙170番地10
TEL.0187-84-1111（代表）　FAX.0187-85-2107
美郷町ホームページ http：//www.town.misato.akita.jp
美郷町メールアドレス info@town.misato.akita.jp
印刷/㈱仙北印刷所

広報美郷5月号は

No.102 5月1日●
発行予定です。

水
平成25年4月1日

P28

P27

P26

P32
P18P27

P25

P25
P36

P36

P6

集
後 記
集

後 記
編

P28P28

4/1●～5/5●月 日

4月
町のカレンダー

　クーポン券をもらったことが
きっかけで、昨年初めてがん検
診を受診してみました。「がん
検診」という言葉に少し怖いイ
メージを持っていましたが、実
際は難しいことも何もなくあっ
という間に終了。こんなに簡単

だったのなら、もっと早くから受けておけば良かっ
たかなと思いました。せっかくいただいた良い機
会、今年もちゃんと受診しようと思います。○
　春は旅立ちの季節ということで、今回は卒業式に
お邪魔してきました。初めて卒業式を迎えた美郷中
学校や最後の卒業式となった各小学校など、学校に

とっても子どもたちにとっても節目となる式。涙声
での卒業ソングや在校生による応援合戦など、どの
学校も参加者全員の思いが込められていて、とても
感動的でした。みんなで培った美郷っ子パワーを発
揮して、新しい学校でも頑張ってください！○
　長く厳しかった冬も終わり、ようやく春になりまし
た。この春は美郷町の９度目の春。昨年度で学校統合
も終わって全てが大きく生まれ変わり、「ああ、春だ
ー！」という気がします。今年度は大学をはじめとす
る様々な団体と結んだ連携協定から色んな広がりが見
られる面白い一年になりそう。詳しくは広報でお知ら
せしますので、ぜひ楽しみにお待ちください。広報美
郷を引き続きどうぞよろしくお願いいたします！○

紀

西

よ

15/

2
3
4
5

26
27
28
29
30

21
22
23

18
19●農業振興地域整備計画変更申出期間（～３０日）

●平成２５年度美郷町奨学生募集期間（～５月１５日）
●固定資産税帳簿縦覧期間（～５月３１日）→
●湯とぴあ雁の里温泉　定休日
●六郷出張所・仙南出張所　休業日

●粗大ごみ戸別有料収集申込期間（～１５日）→
●てとての会定例会（保健センター13：30～15：30）
●美郷中学校入学式（同校14：00～）
●湯とぴあ雁の里温泉　定休日
●六郷出張所・仙南出張所　休業日

●早朝総合健診（～5月30日）→
●水彩画・中国文墨画作品展示会（～23日）
　（美郷町公民館9：00～19：00）
●なかよし園・すこやか園入園式（各園10：00～）
●六郷小学校入学式（同校10：00～）
●１０カ月児健診（平成２４年５月生まれ）
　（保健センター　受付12:30～12:45）

●行政相談（中央ふれあい館10:00～）
●わくわく園入園式（同園10：00～）
●仙南小学校入学式（同校10：00～）
●くるみの会機能訓練（保健センター10：00～15：00)
●千畑小学校入学式（同校14：00～）
●六郷温泉あったか山　休館日

●「温泉施設利用券」
　「はり・きゅう・マッサージ施術券」交付日（～１８日）→
●千畑温泉サン・アール臨時休館（～１７日）→
●サン・スポーツランド千畑プール臨時休館（～１８日）→
●湯とぴあ雁の里温泉　定休日
●六郷出張所・仙南出張所　休業日

●４カ月児健診（平成２４年１１月生まれ）
　（保健センター　受付12:30～12:45）

●コーヒーサロンてとて（南ふれあい館10:00～14:00）

●粗大ごみ戸別有料収集日→

●図書館ボランティア「紙ひこうき」おはなし会
　（南ふれあい館14：00～15：00）

●水辺環境クリーンアップ作戦
　（６：４５リリオス駐車場集合）→

●湯とぴあ雁の里温泉　定休日
●六郷出張所・仙南出張所　休業日

●六郷温泉あったか山　休館日

●１歳６カ月児健診（平成２３年８月～９月生まれ）
　（保健センター　受付12:15～12:45）

●生涯学習サークル交流会→
●高階秀爾氏講演会（美郷中14：00～）→

●六郷出張所・仙南出張所　休業日

昭和の日

憲法記念日

みどりの日 

こどもの日

●７カ月児健診（平成２４年８月生まれ）
　（保健センター　受付12:30～12:45）

●おはなしの会「しゃぼんだま」
　（北ふれあい館10：00～11：00）

●「温泉施設利用券」
　「はり・きゅう・マッサージ施術券」交付日（～12日）→

●春の火災予防週間（～13日）
●わくわくおはなし「夢ふうせん」（学友館10：30～11：00）
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